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王
鐸
書
論
訳
注
︵
一
︶ 

 
 

 
 

高
津 

孝
・
大
野 

紘
暉  

   

本
訳
註
は
︑﹃
中
國
書
法
全
集
﹄︵
榮
寶
齋
出
版
社
︑
一
九
九
三
年
︶
第
六
一
・
六
二

巻
﹁
王
鐸
﹂
に
付
録
と
し
て
収
録
さ
れ
た
劉
正
成
﹁
王
鐸
書
論
選
注
﹂
に
基
づ
き
︑
原

文
︑
訓
読
︑
訳
文
︑
注
釈
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
︒
劉
正
成
﹁
王
鐸
書
論
選
注
﹂
は
︑

王
鐸
の
書
作
品
︑
詩
文
集
な
ど
か
ら
可
能
な
限
り
書
論
に
関
す
る
文
章
を
抽
出
し
整
理

注
釈
を
施
し
た
労
作
で
︑
全
体
は
三
章
に
分
か
れ
︑
第
一
章
に
一
九
条
︑
第
二
章
に
一

八
条
︑
第
三
章
に
八
条
の
書
論
を
配
す
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
校
訂
に
な
お
不
十
分
な

点
が
あ
り
︑
原
文
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
原
典
に
遡
り
︑
写
真
版
な
ど
で
確
認
を
行

っ
た
︒
ま
た
︑
本
訳
注
が
個
人
の
パ
ソ
コ
ン
で
原
稿
を
作
成
しweb

公
開
す
る
た
め
︑

基
本
的
に
は
原
文
︑訳
註
を
旧
字
体
と
し
た
が
限
界
が
あ
る
こ
と
は
ご
了
承
願
い
た
い
︒

ま
た
︑
王
鐸
は
特
異
な
字
体
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
︑
現
在
使
用
す
る
フ
ｫ
ン
ト
で

は
対
応
で
き
な
い
た
め
︑﹃
大
漢
和
辞
典
﹄︵
大
修
館
書
店
︑
二
〇
〇
〇
年
︶
な
ど
の
大

型
辞
書
の
漢
字
番
号
を
付
す
こ
と
で
代
用
し
た
部
分
も
あ
る
︒
王
鐸
は
理
論
家
と
い
う

よ
り
は
あ
く
ま
で
書
家
︑
芸
術
家
で
あ
り
︑
そ
の
芸
術
体
験
を
言
語
化
す
る
と
い
う
困

難
性
が
彼
の
書
論
の
随
所
に
現
れ
︑
そ
の
論
理
は
錯
綜
し
表
現
は
難
解
で
あ
る
︒
本
訳

注
が
王
鐸
の
理
解
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
︒ 

  

１
．
臨
古
法
帖
後 

崇
禎
十
年
閏
四
月
摹
于
鄏
山
之
陰
︒
王
鐸
︒
書
灋
䝿
＊
古
人
結
構
︒
近
觀
斅
書
者
︑

動
效
時
流
︒
古
難
今
易
︑
古
深
奧
奇
變
︑
今
嫩
弱
俗
穉
︑
易
斅
故
也
︒
嗚
呼
︑
詩
與
古

文
皆
然
︑
寧
獨
字
灋
也
︒
丁
丑
四
月
︒ 

 
古
法
帖
を
臨
せ
る
後 

崇
禎
十
年
閏
四
月
鄏
山
の
陰
に
摹
す
︒
王
鐸
︒ 

書
灋
は
古
人
の
結
構
を
＊
る
を
䝿
ぶ
︒
近
ご
ろ
書
を
斅
ぶ
者
を
觀
る
に
︑
動
も
す
れ

ば
時
流
に
效
ふ
︒
古
は
難
く
今
は
易
き
は
︑
古
は
深
奧
奇
變
な
る
も
︑
今
は
嫩
弱
俗
穉

に
し
て
︑
斅
び
易
き
が
故
な
り
︒
嗚
呼
︑
詩
と
古
文
と
は
皆
然
り
︑
寧
ぞ
獨
り
字
灋
の

み
な
ら
ん
や
︒
丁
丑
四
月
︒ 

 



 41 

崇
禎
十
年
閏
四
月
に
鄏
山
の
北
の
地
で
臨
書
す
る
︒
王
鐸
︒ 

書
法
は
古
人
の
文
字
の
組
み
立
て
方
を
体
得
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
︒
近
頃
の
書

を
学
ぶ
者
を
見
る
と
︑
世
俗
の
連
中
を
模
倣
し
が
ち
で
あ
る
︒
古
の
書
は
学
び
難
い
が

今
の
書
は
学
び
や
す
い
の
は
︑
古
の
書
は
奥
深
く
独
特
で
あ
り
な
が
ら
変
化
に
富
ん
で

い
る
が
︑
今
の
書
は
弱
々
し
く
通
俗
的
で
稚
拙
で
あ
り
︑
こ
れ
が
︑
今
の
書
が
学
び
易

い
理
由
な
の
で
あ
る
︒
あ
あ
︑
詩
と
古
文
も
同
様
で
あ
り
︑
書
法
だ
け
で
は
な
い
︒
丁

丑
四
月
︒ 

 

﹇
注
﹈ 

王
鐸 

︵
一
五
九
二-

一
六
五
二
︶︑
明
末
清
初
の
書
家
︒
字
は
覚
斯
︑
ま
た
覚
之
︑
覚

四
︒号
は
︑嵩
樵
︑嵩
漁
︑十
樵
︑石
樵
︑癡
庵
︑煙
潭
漁
叟
な
ど
と
称
す
︒斎
号
は
︑

瓊
蕊
廬
︑
擬
山
園
︑
琅
華
館
︑
張
芝
山
房
︑
紀
事
仙
室
︑
星
語
軒
︑
聴
雪
斎
︑
霊
芝
軒

な
ど
と
称
す
︒
諡
は
文
安
︒
河
南
孟
津
の
人
︒
天
啓
二
年
︵
一
六
二
二
︶
の
進
士
︒
倪

元
璐
︑
黄
道
周
と
同
年
の
進
士
で
も
あ
る
︒
庶
吉
士
・
翰
林
院
編
修
を
授
け
ら
れ
︑
少

詹
事
に
進
み
︑経
筵
講
官
と
な
り
︑後
に
東
宮
侍
班
に
任
ぜ
ら
れ
る
︒崇
禎
十
三
年︵
一

六
四
〇
︶の
九
月
に
南
京
礼
部
尚
書
に
任
命
さ
れ
た
が
︑十
一
月
の
父
の
訃
報
に
よ
り

僅
か
二
ヶ
月
足
ら
ず
で
官
を
辞
し
た
︒
明
朝
が
滅
び
︑
崇
禎
十
七
年
︵
一
六
四
四
︶
に

福
王
が
南
京
で
即
位
し
︑
後
に
召
さ
れ
て
東
閣
大
学
士
と
な
る
が
︑順
治
二
年
︵
一
六

四
五
︶
に
銭
謙
益
ら
と
と
も
に
清
朝
に
降
伏
し
た
︒
王
鐸
は
清
朝
に
仕
え
︑
明
史
副
総

裁
な
ど
の
官
に
至
り
︑
順
治
九
年
︵
一
六
五
二
︶
に
礼
部
尚
書
を
拝
命
す
る
が
︑
病
の

た
め
出
仕
で
き
な
い
ま
ま
歿
し
た
︒
詩
文
書
画
を
良
く
し
︑特
に
書
は
王
羲
之
・
王
献

之
の
書
法
を
師
と
し
︑﹃
淳
化
閣
帖
﹄
を
中
心
に
学
ん
だ
︒
集
刻
に
﹃
擬
山
園
帖
﹄﹃
琅

華
館
帖
﹄
な
ど
が
あ
る
︒ 

 

本
訳
注
を
行
う
に
あ
た
り
︑
便
宜
上
︑
各
文
の
前
に
劉
正
成
﹁
王
鐸
書
論
選
注
﹂
の

題
を
︑一
部
を
除
き
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
︒王
鐸
の
書
論
に
関
す
る
先
行
研
究
と

し
て
は
︑
松
永
恵
子
﹁
王
鐸
の
書
論
と
臨
書
に
み
る
古
典
主
義
と
浪
漫
主
義
の
乖

離
﹂︵﹃
九
州
中
國
學
會
報
﹄
四
二
︑
二
〇
〇
四
︶
な
ど
が
あ
る
︒ 

参
考
文
献 

薛
龍
春 
二
〇
二
〇
﹃
王
鐸
年
譜
長
編
﹄
第
一
～
四
册 

中
華
書
局 

須
羽
源
一 
一
九
七
六﹁
解
説
﹂中
田
勇
次
郎
責
任
編
集﹃
豪
華
普
及
版 

書
道
藝
術 

第

九
巻
﹄
中
央
公
論
社pp.177-187 
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臨
古
法
帖
後 

 

﹁
瓊
蕊
廬
帖
﹂
記
載
の
跋
文
で
︑﹃
淳
化
閣
帖
﹄
巻
五
に
収
録
さ
れ
て

い
る
﹁
古
法
帖
﹂
を
臨
書
し
た
後
に
記
し
て
い
る
︒﹁
王
鐸
書
論
選
注
﹂
で
は
︑
冒
頭

の
一
行
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
補
っ
た
︒
村
上
三
島
編
﹃
王
鐸
の
書
法
︻
冊
篇
︼﹄︵
二

玄
社
︑
一
九
八
一
︶な
ど
に
抜
粋
し
て
瓊
蕊
廬
帖
の
図
版
が
収
録
さ
れ
て
い
る
︒
村
上

に
よ
れ
ば
︑瓊
蕊
廬
帖
は
︑王
鐸
四
十
四
歳
か
ら
︑
四
十
六
歳
ま
で
の
三
年
間
の
臨
書

集
で
︑
弟
の
王
鏞
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
が
︑
年
代
順
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
︒須

羽
に
よ
れ
ば
︑こ
の
帖
は
絹
本
に
古
法
帖
を
臨
書
し
た
も
の
で
︑ほ
と
ん
ど
が
淳
化
閣

帖
の
臨
書
で
あ
る
︒
本
来
︑
馮
禎
卿
に
与
え
る
つ
も
り
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
︑

馮
禎
卿
が
没
し
た
か
何
か
の
事
情
で
弟
に
渡
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
︒ま
た
︑齋

淵
編
﹃
王
鐸
書
畫
編
年
圖
目
﹄︵
文
物
出
版
社
︑
二
〇
〇
四
︶
の
﹁
王
鐸
印
鑑
・
書
齊

印
﹂
を
参
照
す
る
と
︑﹁
瓊
蕊
廬
﹂
と
記
さ
れ
た
印
が
見
ら
れ
る
︒
現
在
︑
瓊
蕊
廬
帖

は
ふ
く
や
ま
書
道
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
︒ 

参
考
文
献 

村
上
三
島 

一
九
八
一
﹁
作
品
解
説
﹂
村
上
三
島
編
﹃
王
鐸
の
書
法
︻
冊
篇
︼﹄
二
玄
社 

pp.1-8 

須
羽
源
一 

一
九
七
六
﹁
瓊
蕊
廬
帖
﹂ 

前
掲
﹃
書
道
藝
術
﹄ pp.188-190 

崇
禎
十
年 

一
六
三
七
年
︒
王
鐸
四
十
六
歳
︒
薛
龍
春
に
よ
れ
ば
︑
こ
の
年
の
十
月
二

十
日
に
東
宮
侍
班
に
な
っ
た
︑
と
説
明
す
る
︒ 

参
考
文
献 

薛
龍
春 

前
掲
﹃
王
鐸
年
譜
長
編
﹄ 

第
一
册 

鄏
山
︵
じ
ょ
く
ざ
ん
︶ 

須
羽
は
︑﹁
鄏
山
は
郟
鄏
山
の
こ
と
で
あ
る
の
で
︑
洛
陽
で
あ

る
わ
け
で
あ
る
﹂
と
述
べ
る
︒
郟
鄏
︵
こ
う
じ
ょ
く
︶
は
周
の
旧
都
︵
現
在
の
河
南
省

洛
陽
西
︶
で
あ
る
︒ 

参
考
文
献 

須
羽
源
一
﹁
瓊
蕊
廬
帖
﹂
前
掲 

﹃
書
道
藝
術
﹄ 

灋 

法
の
異
体
字
︒ 

䝿 

貴
の
異
体
字
︒ 

＊ 

＊
は
﹃
大
漢
和
辞
典
﹄
巻
四
・
彳
部
・
一
〇
二
〇
六
に
︑﹃
正
字
通
﹄﹁
得
︑
本
作

＊
﹂︒
偏
が
﹁
彳
﹂︑
旁
が
上
﹁
見
﹂
下
﹁
寸
﹂︒ 

結
構 

組
み
立
て
︒
つ
ま
り
︑
文
字
の
組
み
立
て
を
指
す
︒
衛
夫
人
﹃
筆
陣
圖
﹄﹁
結
構

圓
備
如
篆
法
︑
飄
颺
灑
落
如
章
草
︒
﹂ 

斅 

学
の
異
体
字
︒ 

時
流 

世
俗
の
輩
︒﹃
晉
書
﹄·

阮
裕
伝
﹁
諸
人
相
与
追
之
︑
裕
亦
審
時
流
必
当
逐
己
︑
而

疾
去
︒
﹂ 

深
奧 

奥
深
く
理
解
し
が
た
い
こ
と
︒ 

嫩
弱 

弱
々
し
い
様
︒ 

穉 

稚
の
異
体
字
︒ 

 

２
．
臨
懷
素
律
公
帖
後 

懷
素
獨
此
帖
可
觀
︑
他
書
野
道
︑
不
願
臨
︑
不
欲
觀
矣
︒ 

 

懷
素
の
律
公
帖
を
臨
す
の
後 

懷
素
は
獨
だ
此
の
帖
の
み
觀
る
べ
し
︑
他
書
は
野
道
な
り
︑
臨
す
る
を
願
は
ず
︑
觀

る
も
欲
せ
ず
︒ 

 

懐
素
の
書
に
つ
い
て
は
︑
こ
の
帖
だ
け
が
鑑
賞
す
る
価
値
が
あ
る
︒
懐
素
の
他
の
書

は
野
道
︵
正
し
く
な
い
道
︶
な
の
で
︑
臨
書
し
た
く
も
な
い
し
︑
鑑
賞
し
よ
う
と
も
思

わ
な
い
の
で
あ
る
︒ 
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﹇
注
﹈ 

臨
懷
素
律
公
帖
後 
﹁
瓊
蕊
廬
帖
﹂
記
載
の
跋
文
︒
こ
の
跋
文
は
︑
懐
素
の
書
だ
と
さ

れ
る﹁
蔵
真
帖
﹂﹁
律
公
帖
﹂を
臨
書
し
た
後
に
記
し
た
も
の
︒﹁
蔵
真
帖
﹂﹁
律
公
帖
﹂

の
図
版
は
︑
中
田
勇
次
郎
責
任
編
集
﹃
豪
華
普
及
版 

書
道
藝
術 

第
五
巻
﹄︵
中
央
公

論
新
社
︑
一
九
七
六
︶
な
ど
に
収
録
さ
れ
る
︒
懐
素
の
こ
の
二
帖
に
つ
い
て
︑
中
田
に

よ
れ
ば
︑
蔵
真
帖
は
草
書
六
行
︑
律
公
は
二
帖
よ
り
成
り
︑
律
公
好
事
者
に
は
じ
ま
る

草
書
三
行
お
よ
び
貧
道
に
は
じ
ま
る
草
書
九
行
よ
り
な
る
︒
こ
の
九
行
は
第
一
行
の

﹁
脚
気
﹂
二
字
を
と
っ
て
︑
脚
気
帖
と
も
よ
ば
れ
︑
宋
の
元
祐
八
年
︵
一
〇
九
三
︶
游

師
雄
︵
字
は
景
叔
︶
が
真
蹟
に
基
づ
き
模
刻
し
た
も
の
で
︑
末
尾
の
自
跋
に
詳
し
く
︑

諸
跋
等
と
と
も
に
西
安
碑
林
に
刻
石
が
伝
わ
り
︑法
帖
で
は
玉
煙
堂
法
帖
に
刻
入
さ
れ

て
い
る
と
い
う
︒ 

参
考
文
献 

中
田
勇
次
郎 

一
九
七
六
﹁
蔵
真
・
律
公
帖
﹂
中
田
勇
次
郎
責
任
編
集
﹃
豪
華
普
及
版 

書
道
藝
術 

第
五
巻
﹄
中
央
公
論
新
社 pp.206-207 

懷
素 

唐
の
書
家
︒
懷
素
︵
七
二
五
ま
た
七
三
七
～
？
︶
字
は
蔵
真
︑
俗
姓
は
銭
氏
︒

詩
人
銭
起
の
従
甥
︒長
沙
の
人
と
も
永
州
零
陵
の
人
と
も
さ
れ
て
い
る
︒張
旭
と
と
も

に
﹁
狂
草
﹂
の
書
で
名
高
い
︒
張
旭
︑
懐
素
の
伝
記
に
つ
い
て
︑
石
田
に
よ
れ
ば
︑
詳

し
い
伝
記
は
不
明
で
︑
生
歿
年
も
明
確
で
は
な
い
と
い
う
︒
懐
素
の
伝
記
と
し
て
は
︑

茶
聖
陸
羽
の
﹁
僧
懷
素
伝
﹂
が
詳
し
い
と
さ
れ
︑
矢
淵
孝
良
訳
註
﹁
懷
素
﹂︵
福
本
雅

一
監
修
﹃
中
国
文
人
伝 

第
二
巻 

唐
二
﹄
所
収
︑
藝
文
書
院
︑
二
〇
〇
五
︶
が
あ
る
︒ 

参
考
文
献 

石
田
肇 

二
〇
一
〇﹁
懐
素
﹂
井
垣
清
明
ほ
か
編
﹃
書
の
総
合
事
典
﹄
柏
書
房 pp186-

190 

野
道 

正
し
く
な
い
道
︑
立
派
で
な
い
道
︒﹃
隋
書
﹄
高
祖
紀
下
﹁
五
月
辛
亥
︑
詔
畜
貓

鬼
︑
蠱
毒
︑
厭
魅
︑
野
道
之
家
︑
投
於
四
裔
︒
﹂ 

  

３
．
為
嗇
道
兄
書
詩
跋 

每
書
當
於
譚
兵
説
劍
︑
時
或
不
平
感
慨
︑
十
指
下
發
出
意
氣
︑
輒
有
椎
晉
鄙
之
狀
︑

請
正
嗇
道
兄
︑
然
耶
不
耶
︒ 

 

嗇
道
兄
の
為
に
詩
を
書
す
の
跋 

書
す
る
每
に
譚
兵
説
劍
に
於
い
て
︑
時
に
或
い
は
不
平
感
慨
あ
る
に
當
た
り
て
は
︑

十
指
下
れ
ば
意
氣
を
發
出
し
︑
輒
ち
晉
鄙
を
椎
す
る
の
狀
有
り
︑
正
さ
ん
こ
と
を
嗇
道

兄
に
請
ふ
︑
然
る
や
不
︵
い
な
︶
や
︒ 

 

書
を
書
く
度
ご
と
に
︑
軍
隊
や
剣
に
つ
い
て
話
し
︑
あ
る
い
は
心
に
不
平
を
抱
え
︑

悲
し
み
憤
る
時
は
︑
筆
を
下
せ
ば
そ
こ
に
気
持
ち
が
溢
れ
出
て
︑
た
だ
ち
に
晉
鄙
を
鉄

槌
で
打
ち
殺
し
た
時
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
状
況
が
現
れ
る
︒
嗇
庵
閣
下
ど
う
か
正
せ
︒

是
か
非
か
︒ 

 
﹇
注
﹈ 

為
嗇
道
兄
書
詩
跋 
こ
の
作
品
の
図
版
は
︑﹃
中
國
書
法
全
集 

第
六
一
巻 

王
鐸
﹄︵
榮

寶
齋
出
版
社
︑
一
九
九
三
年
︶
に
収
録
さ
れ
て
い
る
︒
薛
龍
春
に
よ
れ
ば
︑
嗇
道
兄
と

は
楊
□
□
︵
嗇
庵
︶の
こ
と
で
あ
り
︑ま
た
崇
禎
十
四
年
時
に
は
嗇
庵
の
為
に
多
く
の
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書
を
書
い
た
︑
と
説
明
す
る
︒
こ
の
跋
の
前
に
は
︑﹁
人
不
知
﹂﹁
艱
虞
火
﹂
と
い
う
王

鐸
自
作
の
詩
が
二
つ
書
か
れ
て
お
り
︑﹃
擬
山
園
選
集
﹄
詩
集
・
五
言
律
詩
・
巻
五
・

十
九
葉
︑
巻
十
九
・
五
言
律
・
十
一
葉
︵
國
家
圖
書
館 

古
籍
與
特
藏
文
獻
資
源 

︶
に

そ
れ
ぞ
れ
見
ら
れ
︑﹁
艱
虞
火
﹂
は
﹁
艱
虞
﹂
と
い
う
題
に
改
め
ら
れ
て
い
る
︒ 

参
考
文
献 

薛
龍
春 

前
掲
﹃
王
鐸
年
譜
長
編
﹄ 

第
二
册 

王
鐸
撰 

﹃
擬
山
園
選
集
﹄
國
家
圖
書
館 

古
籍
與
特
藏
文
獻
資
源  

譚
兵
説
劍 

軍
隊
や
剣
に
つ
い
て
説
き
語
る
こ
と
︒ 

不
平 

憤
慨
︑
不
満
の
こ
と
︒﹃
楚
辭
﹄
九
辯
﹁
坎
廩
兮
貧
士
失
職
而
誌
不
平
︒
﹂ 

感
慨 

悲
し
み
憤
る
様
の
こ
と
︒﹃
史
記
﹄
季
布
欒
布
列
傳
論
﹁
夫
婢
妾
賤
人
感
慨
而
自

殺
者
︑
非
能
勇
也
︑
其
計
畫
無
復
之
耳
︒
﹂ 

十
指 

十
本
の
指
︒
両
手
︒﹃
荀
子
﹄
強
國
﹁
拔
戟
加
乎
首
︑
則
十
指
不
辭
斷
︒
﹂ 

意
氣 

精
神
の
こ
と
︒﹃
晏
子
春
秋
﹄
問
上
十
﹁
寡
人
意
氣
衰
︑
身
病
甚
︒﹂ 

晉
鄙 

戦
国
時
代
︑
魏
の
安
釐
王
に
仕
え
た
将
軍
︒
﹃
史
記
﹄
魏
公
子
列
伝
に
晉

鄙
の
記
述
が
見
ら
れ
る
︒
趙
が
秦
に
包
囲
さ
れ
︑
趙
の
宰
相
平
原
君
が
魏
に
い

る
妻
の
弟
信
陵
君
に
助
け
を
請
い
︑
晋
鄙
を
中
心
と
す
る
魏
軍
が
援
軍
と
し
て

派
遣
さ
れ
る
︒
し
か
し
︑
秦
の
報
復
を
恐
れ
た
安
釐
王
は
︑
晋
鄙
を
鄴
に
留
め

さ
せ
る
︒
後
に
如
姫
の
力
を
借
り
て
割
符
を
盗
ん
だ
信
陵
君
は
晋
鄙
の
元
へ
赴

き
︑
指
揮
権
を
自
分
に
渡
す
よ
う
に
交
渉
す
る
︒
信
陵
君
を
怪
し
ん
だ
晋
鄙
は

反
論
す
る
が
︑
信
陵
君
の
従
者
で
あ
る
朱
亥
に
鉄
椎
で
撲
殺
さ
れ
た
︒ 

参
考
文
献 

野
口
定
男 

一
九
六
九
﹃
中
国
古
典
文
学
大
系 

史
記
︵
中
︶
第
十
一
巻
﹄
平
凡
社 

請
正 

叱
正
を
お
願
い
す
る
こ
と
︒
敬
辞
に
多
く
用
い
ら
れ
る
︒
明 

王
守
仁 

﹃
傳
習

錄
﹄
卷
三
﹁
是
夕
︑
侍
坐
天
泉
橋
︑
各
舉
請
正
︒
﹂ 

  

４
．
答
秋
濤 

轟
飲
驩
甚
︑
便
欲
擊
缶
以
代
秦
聲
︑
拙
字
蚯
蚓
形
耳
︑
足
下
何
愛
之
若
此
︑
自
顧
之
︑

無
異
枯
核
之
登
華
俎
︒ 

 

秋
濤
に
答
ふ 

轟
飲
し
驩
び
甚
だ
し
け
れ
ば
︑
便
ち
缶
を
擊
ち
て
以
て
秦
聲
に
代
へ
ん
と
欲
す
︒
拙

字
は
蚯
蚓
の
形
の
み
︐
足
下
何
ぞ
之
を
愛
づ
る
こ
と
此
く
の
若
き
︒
自
ら
之
を
顧
み
る

に
︐
枯
核
の
華
俎
に
登
る
に
異
な
る
こ
と
無
し
︒ 

 

わ
た
く
し
の
書
作
品
は
︑
澠
池
の
会
で
酒
宴
が
盛
り
上
が
っ
た
際
に
︑
秦
の
昭
王
が

趙
の
藺
相
如
に
迫
ら
れ
て
い
や
い
や
缻
を
打
ち
鳴
ら
し
て
秦
の
音
楽
の
代
用
と
し
た
よ

う
な
も
の
で
す︵
古
人
の
作
品
に
比
べ
る
と
代
用
の
よ
う
な
も
の
で
す
︶︒私
の
字
は
ミ

ミ
ズ
の
よ
う
な
見
苦
し
い
字
形
で
あ
り
ま
す
︒
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
も
私
の
字
を
愛
で

て
く
れ
る
の
で
す
か
︒
思
う
に
私
の
書
は
︑
枯
れ
た
核
︵
さ
ね
︶
が
美
し
い
供
物
台
に

載
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
す
︒ 

 
﹇
注
﹈ 

答
秋
濤 
﹃
擬
山
園
選
集
﹄文
集
・
巻
五
十︵
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
︶に
収
録
︒

こ
こ
で
は
︑﹃
擬
山
園
選
集
﹄
に
記
載
さ
れ
る
﹁
答
秋
濤
﹂
の
題
に
従
っ
た
︒﹁
王
鐸
書

論
選
注
﹂
で
は
︑
冒
頭
の
一
部
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
補
っ
た
︒
ま
た
︑
周
亮
工
﹃
尺

牘
新
鈔
﹄
巻
五
に
収
録
︒
周
亮
工
︵
一
六
一
二
～
一
六
七
二
︶︑
字
は
元
亮
︑
河
南
省

祥
符
の
人
︒崇
禎
十
三
年
の
進
士
︒
王
鐸
と
同
じ
く
明
清
の
両
朝
に
仕
え
た
︒
博
学
で
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書
画
篆
刻
に
も
精
通
し
︑
著
書
に
﹃
印
人
伝
﹄
等
が
あ
る
︒
薛
龍
春
に
よ
れ
ば
︑
秋
濤

は
陳
子
荘
を
指
し
︑﹃
同
治
番
禺
縣
志
﹄
巻
四
十
二
・
列
伝
十
一
に
伝
が
あ
る
︒ 

参
考
文
献 

王
鐸
撰
﹃
擬
山
園
選
集
﹄
文
集
︵﹃
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊 111

﹄
所
収
︑
書
目

文
獻
出
版
社
︶ 

坂
出
祥
伸 

一
九
八
六
﹁
周
亮
工
﹂
中
田
勇
次
郎
編
﹃
中
国
書
論
大
系 

第
十
四
巻
・
清

四
﹄
二
玄
社 p293 

薛
龍
春 

前
掲
﹃
王
鐸
年
譜
長
編
﹄ 
第
一
册 

轟
飲 

度
を
越
し
て
酒
を
飲
む
こ
と
︒ 

擊
缶 

缶
は
瓦
器
の
楽
器
で
あ
り
︑秦
の
人
々
は
こ
れ
を
撃
っ
て
歌
を
節
し
た
︒﹃
詩
経
﹄

陳
風·

宛
丘
﹁
坎
其
擊
缶
︑
宛
丘
之
道
︒
﹂ 

秦
聲 

秦
の
音
楽
の
こ
と
︒
こ
こ
は
︑
趙
が
秦
に
軍
事
的
圧
迫
を
受
け
る
中
︑
澠
池
で

秦
王
と
趙
王
が
会
談
し
た
﹁
澠
池
の
会
﹂
で
の
出
来
事
を
踏
ま
え
る
︒﹃
史
記
﹄
廉
頗

藺
相
如
列
伝
﹁
趙
王
竊
聞
秦
王
善
為
秦
聲
︑
請
奏
盆
缻
秦
王
︑
以
相
娛
樂
︒
﹂ 

蚯
蚓 

み
み
ず
の
こ
と
︒﹃
礼
記
﹄
月
令
﹁︹
孟
夏
之
月
︺
螻
蟈
鳴
︐
蚯
蚓
出
︒﹂ 

俎 

儀
式
で
犠
牲
を
置
く
台
︒ま
た
は
︑肉
な
ど
を
調
理
す
る
ま
な
板
の
こ
と
︒﹃
詩
経
﹄

小
雅·

楚
茨
﹁
為
俎
孔
碩
﹂ 

  

５
．
琅
華
館
倣
古
帖
跋 

辛
卯
二
月
十
八
日
︑
玉
調
親
家
攜
巻
求
書
︒
予
書
何
足
重
︑
但
從
事
此
道
數
十
年
︑

皆
本
古
人
︑
不
敢
妄
為
︒
故
書
古
帖
︑
瞻
□
東
前
︑
瞠
乎
自
惕
︒
譬
如
登
霍
崋
︑
自
覺

力
有
不
逮
︐
假
年
苦
學
︑
或
有
進
步
耳
︒
佗
日
當
為
親
家
再
書
︑
以
驗
所
造
如
何
︒
弟

王
鐸
六
旬
書
︒ 

 

琅
華
館
倣
古
帖
の
跋 

辛
卯
二
月
十
八
日
︑
玉
調
親
家
巻
を
攜
へ
書
を
求
む
︒
予
が
書
は
何
ぞ
重
し
と
す
る

に
足
ら
ん
や
︑
但
だ
此
の
道
に
從
事
す
る
こ
と
數
十
年
︑
皆
な
古
人
に
本
づ
き
︑
敢
へ

て
妄
り
に
為
さ
ず
︒
故
に
古
帖
を
書
す
る
に
︑
瞻
□
東
前
︑
瞠
乎
と
し
て
自
ら
惕
︵
お

そ
︶
る
︒
譬
ふ
る
に
霍
崋
に
登
る
が
如
く
︑
自
ら
覺
ゆ
力
逮
ば
ざ
る
有
れ
ど
も
︑
年
を

假
り
て
苦
學
し
︑
或
い
は
進
步
有
り
と
︒
佗
日
當
に
親
家
の
為
に
再
書
し
︑
以
て
造
れ

る
所
如
何
な
る
か
を
驗
す
べ
し
︒
弟
王
鐸
六
旬
に
書
す
︒ 

 

辛
卯
︵
順
治
八
年
︑
一
六
五
一
年
︶
二
月
十
八
日
︑
張
鼎
延
が
巻
を
携
え
て
私
に
書

を
求
め
た
︒
私
の
書
は
重
視
す
る
に
足
り
な
い
︒
た
だ
書
の
道
に
従
事
し
て
数
十
年
︑

全
て
古
人
の
書
に
基
づ
き
︑決
し
て
勝
手
気
ま
ま
に
書
作
し
て
は
い
な
い
︒そ
の
た
め
︑

古
帖
を
臨
書
す
る
と
き
に
は
︑
瞻
□
東
前
︑
目
を
見
張
り
自
ら
恐
れ
慄
く
︒
例
え
る
に

霍
山
︑
華
山
に
登
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
︑
力
が
及
ば
な
い
所
も
あ
る
が
︑
長
生
き
し

て
苦
学
し
た
の
で
︑
も
し
か
す
る
と
進
歩
が
あ
っ
た
の
か
も
と
自
ら
思
っ
て
い
る
︒
他

日
き
っ
と
あ
な
た
の
為
に
再
び
書
く
の
で
︑
わ
が
到
達
点
が
ど
れ
ほ
ど
で
あ
る
か
を
検

証
せ
よ
︒
王
鐸
齢
六
十
︑
書
く
︒ 

 
﹇
注
﹈ 

琅
華
館
倣
古
帖
跋 

﹃
琅
華
館
帖
﹄に
刻
入
さ
れ
て
い
る﹁
琅
華
館
草
書
︑王
鐸
倣
古
﹂

の
跋
文
︒
底
本
と
し
た
図
版
は
︑
村
上
三
島
編
﹃
王
鐸
の
書
法
︻
琅
華
館
帖
︼﹄︵
二
玄

社
︑
一
九
九
九
︵
新
装
版
︶︶
に
所
収
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
︒﹁
王
鐸
書
論
選
注
﹂

で
は
︑
冒
頭
一
行
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
補
っ
た
︒
福
本
雅
一
﹁
王
鐸
雑
記
﹂︵﹃
王
鐸

の
書
法
︻
冊
篇
︼﹄
所
収
︶
の
中
に
︑
福
本
氏
が
訳
し
た
任
博
文
﹁
王
鐸
琅
華
館
帖
簡
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介
﹂(
﹃
中
原
文
物
﹄
一
九
八
一
・
第
一
期)

と
い
う
一
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
︒
そ
れ

に
よ
れ
ば
︑﹃
琅
華
館
帖
﹄
は
一
九
五
八
年
に
明
末
清
初
の
官
僚
で
あ
っ
た
張
鼎
延
の

別
荘
の
趾
か
ら
偶
然
に
発
見
さ
れ
た
刻
石
で
あ
る
︒刻
石
十
二
片
全
二
十
一
面
に
六
一

三
〇
余
字
が
刻
ま
れ
て
お
り
︑王
鐸
が
張
鼎
延
に
宛
て
た
手
紙
を
多
く
含
む
も
の
で
あ

っ
た
︒お
そ
ら
く
刻
さ
れ
た
尺
牘
は
洛
寧
の
張
鼎
延
家
蔵
の
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
︒

﹃
琅
華
館
帖
﹄
に
収
録
さ
れ
る
書
に
関
し
て
︑
村
上
は
︑﹁
た
だ
全
篇
が
王
鐸
の
書
で

占
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
︑張
家
の
人
々
の
筆
跡
も
か
な
り
混
じ
っ
て
い
る
た

め
い
さ
さ
か
量
的
に
さ
び
し
い
気
も
し
な
い
で
は
な
い
﹂︵
村
上
三
島
﹁
王
鐸
の
故
郷

−

河
南
省
を
訪
ね
て
﹂︵﹃
王
鐸
の
書
法
︻
琅
華
館
帖
︼﹄
所
収
︶︶
と
説
明
す
る
︒ 

玉
調
親
家
攜
巻
求
書 

玉
調
と
は
︑
張
鼎
延
の
こ
と
︒
張
鼎
延
︑
字
は
慎
行
︑
号
は
玉

調
︑
河
南
省
永
寧
の
人
︑
天
啓
二
年
の
進
士
︒
王
鐸
と
張
鼎
延
は
同
榜
の
進
士
で
あ

る
︒﹃
永
寧
縣
志
﹄
巻
五
・
人
物
志
に
張
鼎
延
の
伝
が
あ
る
︒
村
上
は
︑
王
鐸
の
娘
の
一

人
が
張
鼎
延
の
息
子
で
あ
る
天
政
に
嫁
い
で
お
り
︑
王
鐸
は
張
家
の
所
へ
度
々
往
来

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
と
説
明
す
る
︒﹁
玉
調
親
家
﹂
と
は
︑
前
述
の
通
り
︑
王
鐸
の

娘
が
張
家
に
嫁
い
だ
こ
と
で
張
鼎
延
と
親
族
関
係
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒
底
本
で

は
︑﹁
家
﹂﹁
攜
﹂の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
︒し
か
し
︑﹃
王
鐸
の
書
法︻
琅
華
館
帖
︼﹄

で
釈
文
を
施
し
た
田
中
東
竹
氏
︑及
び
薛
龍
春
︵﹃
王
鐸
年
譜
長
編 

第
三
册
﹄︶
の
両

者
が
︑﹁
玉
調
親
家
攜
巻
求
書
﹂と
読
ん
で
お
り
︑こ
こ
で
は
そ
れ
に
従
っ
て
読
ん
だ
︒ 

参
考
文
献 

村
上
三
島
﹁
王
鐸
の
故
郷−

河
南
省
を
訪
ね
て
﹂
前
掲 

但
從
事
此
道
數
十
年 

底
本
で
は
︑﹁
道
﹂﹁
數
﹂﹁
十
﹂
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
︒
田

中
︑
及
び
劉
正
成
は
︑﹁
但
從
事
此
道
數
十
年
﹂
と
し
︑
薛
龍
春
︵﹃
王
鐸
年
譜
長
編
﹄

第
三
册
︶
は
﹁
但
從
事
此
道
四
十
年
﹂
と
読
ん
で
い
る
︒
こ
こ
で
は
底
本
に
従
っ
て
読

ん
だ
︒ 

瞻
□
東
前 

底
本
で
は
︑﹁
瞻
□
﹂の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
︒田
中
は﹁
瞻
□
東
前
﹂

と
し
︑
劉
正
成
は
﹁
瞻
彼
在
前
﹂︑
薛
龍
春
︵﹃
王
鐸
年
譜
長
編
﹄
第
三
册
︶
は
﹁
瞻
之

在
前
﹂
と
読
ん
で
い
る
︒
伊
藤
松
濤
編
﹃
王
鐸
字
典
﹄︵
二
玄
社
︑
一
九
八
三
︶
を
参

照
す
る
と
︑﹁
瞻
□
東
前
﹂
の
﹁
東
﹂
の
字
は
﹁
東
﹂
の
項
目
に
収
め
ら
れ
て
い
る
︒ 

瞠
乎 

瞠
然
︒
驚
き
見
て
し
ま
う
こ
と
︒ 

霍
崋 

崋
は
華
の
異
体
字
︒
霍
山
と
華
山
︒
霍
山
は
安
徽
の
天
柱
山
の
別
称
︒ 

六
旬 

旬
は
十
年
を
表
す
︒
故
に
︑
六
旬
は
王
鐸
六
十
歳
の
こ
と
︒ 

  

６
．
琅
華
館
求
書
帖 

弟
於
筆
墨
︑
敝
帚
也
︒
無
益
國
家
︑
暇
中
偶
一
戲
為
之
︒
全
力
惟
求
經
史
︑
批
觀
詩

文
︒
操
觚
求
知
己
︑
不
易
易
耳
︒
至
今
畫
︑
書
︑
作
文
︑
積
之
如
山
陵
︑
反
生
諸
苦
︑

矧
勞
心
疲
力
︑
耗
日
持
去
︑
皆
為
幻
夢
︒
親
家
覯
之
︑
可
噱
︒
此
公
促
之
急
︑
如
此
舉

動
︑
猶
然
索
我
邯
鄲
夢
中
矣
︒
盧
生
有
脣
︑
何
以
寘
對
︒
弟
王
鐸
拜
奉
︒
玉
調
翁
張
親

家
閣
下
︒ 

 

琅
華
館
求
書
帖 

弟
は
筆
墨
に
於
い
て
︑
敝
帚
な
り
︒
國
家
に
益
す
る
無
く
︑
暇
中
に
偶
た
ま
一
た
び

戲
れ
て
之
を
為
す
︒
全
力
で
惟
だ
經
史
に
求
め
︑
詩
文
を
批
觀
す
る
も
︑
操
觚
に
知
己

を
求
む
る
は
︑
易
易
た
ら
ざ
る
の
み
︒
今
に
至
り
て
畫
︑
書
︑
作
文
︑
之
を
積
む
こ
と

山
陵
の
如
き
も
︑
反
て
諸
苦
を
生
む
︒
矧
ん
や
心
を
勞
れ
さ
せ
力
を
疲
れ
さ
せ
︑
日
を

耗
や
し
持
ち
去
れ
る
は
︑
皆
な
幻
夢
為
り
︒
親
家
は
之
を
覯
て
噱
︵
わ
ら
︶
ふ
べ
し
︒

此
れ
公
の
促
す
こ
と
の
急
な
れ
ば
な
り
︒
此
く
の
如
き
舉
動
は
︑
猶
然
我
を
邯
鄲
夢
中

に
索
む
る
な
り
︒
盧
生
脣
有
れ
ば
︑
何
を
以
て
寘
對
せ
ん
︒
弟
王
鐸
拜
し
奉
る
︒
玉
調
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翁
張
親
家
閣
下
︒ 

 
私
は
書
家
と
し
て
は
︑破
れ
た
箒
の
よ
う
に
無
駄
な
存
在
で
す
︒国
家
に
利
益
な
く
︑

暇
な
時
に
偶
然
戯
れ
に
こ
れ
を
書
き
ま
し
た
︒
全
力
で
た
だ
経
書
と
史
書
に
真
理
を
求

め
︑
詩
文
を
批
評
し
鑑
賞
し
ま
し
た
が
︑
文
筆
に
従
事
し
て
自
分
の
こ
と
を
理
解
し
て

く
れ
る
人
を
探
す
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
今
に
至
る
ま
で
︑
画
︑
書
︑

作
文
を
山
の
よ
う
に
多
く
作
成
し
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
が
︑
か
え
っ
て
様
々
な
苦
悩

を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
︑
ま
し
て
心
を
疲
れ
さ
せ
体
力
を
奪
い
︑
日
々
を
無
駄
に
過

ご
す
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
︑
す
べ
て
幻
で
す
︒
あ
な
た
は
こ
の
書
を
ご
覧
に
な
っ
て

笑
う
こ
と
で
し
ょ
う
︒
こ
れ
は
あ
な
た
の
催
促
が
急
で
あ
る
た
め
で
す
︒
私
の
下
を
訪

ね
書
を
求
め
て
来
ら
れ
た
こ
と
は
︑
私
を
邯
鄲
夢
中
に
求
め
る
よ
う
な
も
の
で
す
︒
物

語
中
の
人
物
で
あ
る
盧
生
が
口
を
き
け
た
ら
︑
何
と
お
答
え
す
る
で
し
ょ
う
か
︒
王
鐸

は
謹
ん
で
こ
の
書
簡
を
差
し
上
げ
ま
す
︒
張
鼎
延
閣
下
︒ 

 

﹇
注
﹈ 

琅
華
館
求
書
帖
論
書  

劉
正
成
は
﹁
琅
華
館
求
書
帖
論
書
﹂
と
題
し
て
い
る
が
︑
底
本

を
見
る
と
本
文
の
前
に
﹁
求
書
帖
﹂
と
の
記
載
が
あ
る
の
で
︑﹁
琅
華
館
求
書
帖
﹂
と

い
う
名
に
変
え
た
︒劉
正
成
は
︑こ
の﹁
求
書
帖
﹂と
先
の﹁
琅
華
館
倣
古
帖
跋
﹂は
︑

お
よ
そ
同
じ
時
期
に
張
鼎
延
に
書
き
与
え
た
も
の
と
説
明
し
て
い
る
︒ 

筆
墨 

書
作
品
の
こ
と
︒
漢 

王
充
﹃
論
衡
﹄
乱
龍
﹁
子
駿
漢
朝
智
囊
︑
筆
墨
淵
海
︒﹂ 

敝
帚 

破
れ
た
箒
の
こ
と
︒無
駄
な
物
の
喩
え
︒唐 

黃
滔 

﹁
代
鄭
郎
中
上
靜
恭
盧
相
﹂：

﹁
隻
眄
高
車
而
激
切
︑
空
持
敝
箒
以
屏
營
︒﹂ 

操
觚 

詩
文
を
作
り
︑
文
筆
に
従
事
す
る
こ
と
︒﹃
文
選
﹄
陸
機
・
文
賦
﹁
或
操
觚
以
率

爾
︑
或
含
毫
而
邈
然
︒﹂ 

知
己  

自
分
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
く
れ
る
人
︒﹃
戰
國
策
﹄
楚
策
四
﹁
驥
於
是
俛
而

噴
︑
仰
而
鳴
︑
聲
達
於
天
︑
若
出
金
石
聲
者
︑
何
也
︒
彼
見
伯
樂
之
知
己
也
︒﹂ 

易
易 

容
易
な
こ
と
︒﹃
礼
記
﹄
郷
飲
酒
義
﹁
吾
觀
於
郷
︑
而
知
王
道
之
易
易
也
︒﹂ 

耗 

つ
い
や
す
︒
消
費
す
る
こ
と
︒ 

幻
夢 

非
現
実
的
な
夢
の
世
界
︒
唐·

王
維
﹁
胡
居
士
臥
病
遺
米
因
贈
﹂
詩
に
﹁
有
無
断

常
見
︐
生
滅
幻
夢
受
︒﹂
と
あ
る
︒ 

覯 

み
る
︒
見
る
こ
と
︒ 

噱 

わ
ら
う
︒
大
笑
い
す
る
こ
と
︒ 

舉
動 

行
動
︒
前
述
の
劉
正
成
の
見
解
を
踏
ま
え
る
と
︑﹁
琅
華
館
倣
古
帖
跋
﹂
中
の
︑

﹁
辛
卯
二
月
十
八
日
︑
玉
調
親
家
は
巻
を
攜
へ
書
を
求
め
る
︒﹂
と
い
う
こ
と
が
︑
舉

動
の
内
容
で
あ
ろ
う
︒﹃
後
漢
書
﹄
牟
融
傳
﹁
代
伏
恭
為
司
空
︑
舉
動
方
重
︑
甚
得
大

臣
節
︒
﹂ 

邯
鄲
夢 

沈
既
済
﹃
枕
中
記
﹄
の
故
事
で
︑
実
際
に
存
在
し
な
い
こ
と
の
喩
え
︒
貧
乏

な
青
年
盧
生
が
道
士
呂
翁
と
宿
屋
で
出
会
い
︑呂
翁
が
所
持
し
て
い
た
枕
を
借
り
て
寝

る
と
︑
盧
生
は
富
・
名
誉
を
極
め
た
生
涯
を
夢
で
見
る
︒
夢
か
ら
覚
め
見
渡
す
と
︑
呂

翁
が
横
に
座
り
︑宿
屋
の
主
人
が
ま
だ
黍
を
煮
て
い
た
最
中
で
寝
る
以
前
の
ま
ま
で
あ

っ
た
と
い
う
話
︒﹃
太
平
広
記
﹄
巻
八
十
二
︑﹃
文
苑
英
華
﹄
巻
八
三
三
に
収
録
︒
前
野

直
彬
氏
の
現
代
語
訳
が﹃
中
国
古
典
文
学
大
系 

六
朝・唐・宋
小
説
選 

第
二
十
四
巻
﹄

︵
平
凡
社
︑
一
九
六
八
︶
に
収
録
さ
れ
る
︒ 

盧
生 
前
述
﹃
枕
中
記
﹄
の
主
人
公
で
あ
る
盧
生
の
こ
と
︒ 

脣 

唇
の
異
体
字
︒ 

寘
對 

寘
は
﹁
置
﹂︒
故
に
置
對
で
あ
り
︑
質
問
に
対
し
て
受
け
答
え
す
る
こ
と
︒﹃
漢

書
﹄
劉
向
傳
﹁
望
之
亦
坐
使
子
上
書
自
寃
前
事
︑ 

恭
顯
白
令
詣
獄
置
對
︒
﹂ 
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７
．
草
書
杜
詩
卷
跋 

丙
戌
三
月
十
五
日
︑
戲
書
於
北
畿
︑
為
天
政
賢
坦
︒
吾
書
學
之
四
十
年
︑
頗
有
所
從

來
︑
必
有
深
相
︒
愛
吾
書
者
︑
不
知
者
則
謂
為
高
閑
︑
張
旭
︑
懷
素
野
道
︑
吾
不
服
︑

不
服
︑
不
服
︒ 

 

草
書
杜
詩
卷
の
跋 

丙
戌
三
月
十
五
日
︑
戲
れ
に
北
畿
に
書
し
︑
天
政
賢
坦
の
為
に
す
︒
吾
が
書
は
之
を

學
ぶ
こ
と
四
十
年
︑
頗
ぶ
る
從
り
て
來
た
る
所
有
り
て
︑
必
ず
深
相
あ
り
︒
吾
が
書
を

愛
す
る
者
︑
知
ら
ざ
る
者
は
則
ち
謂
為
︵
お
も
︶
へ
ら
く
高
閑
︑
張
旭
︑
懷
素
は
野
道

た
り
と
︒
吾
は
服
さ
ず
︑
服
さ
ず
︑
服
さ
ず
︒ 

 

丙
戌
︵
順
治
三
年
︶
三
月
十
五
日
︑
北
京
で
戯
れ
に
張
璿
の
た
め
に
書
い
た
︒
私
の

書
は
︑
書
法
を
学
ん
で
四
十
年
︑
と
り
わ
け
古
典
に
根
拠
を
持
つ
作
品
で
あ
り
︑
必
ず

古
典
と
の
深
い
相
似
点
が
あ
る
︒私
の
書
を
愛
す
る
も
の
︑知
ら
な
い
も
の
は
︑高
閑
︑

張
旭
︑
懷
素
の
書
は
野
道
︵
正
し
く
な
い
道
︶
で
あ
る
と
い
う
︒
納
得
し
な
い
︑
納
得

し
な
い
︑
納
得
し
な
い
︒ 

 

﹇
注
﹈ 

草
書
杜
詩
卷 

こ
の
巻
に
は
杜
甫
詩
が
七
首
︵﹁
題
玄
武
禅
師
屋
壁
﹂﹁
秦
州
雑
詩
二
十

首 

其
十
九
﹂﹁
送
遠
﹂﹁
玉
台
観
﹂﹁
観
李
固
請
司
馬
第
山
水
図
﹂﹁
旅
夜
書
懐
﹂﹁
登
岳

陽
楼
﹂︶︑
王
湾
﹁
次
北
固
山
下
﹂︑
祖
詠
﹁
江
南
旅
情
﹂︑
綦
毋
潜
﹁
宿
龍
興
寺
﹂
の
計

十
首
が
揮
毫
さ
れ
て
い
る
︒
図
版
は
︑﹃
中
國
古
代
書
畫
圖
目 

四
﹄︵
文
物
出
版
社
︑

一
九
九
〇
︶に
収
録
さ
れ
て
い
る
︒
薛
龍
春
に
よ
れ
ば
︑こ
の
作
品
は
婿
で
あ
る
張
璿

の
た
め
に
書
い
た
も
の
で
あ
り
︑
ま
た
︑
張
璿
は
張
鼎
延
の
次
男
で
あ
り
︑
天
啓
五
年

の
進
士
で
あ
る
と
い
う
︒ 

参
考
文
献 

薛
龍
春 

前
掲
﹃
王
鐸
年
譜
長
編
﹄ 

第
三
册 

丙
戌 

順
治
三
年
︵
一
六
四
六
︶︑
王
鐸
五
十
五
歳
︒
薛
龍
春
に
よ
れ
ば
︑
王
鐸
は
こ
の

年
に
弘
文
院
学
士
︑
明
史
副
総
裁
に
任
命
さ
れ
た
と
説
明
す
る
︒ 

参
考
文
献 

薛
龍
春 

前
掲
﹃
王
鐸
年
譜
長
編
﹄ 

第
三
册 

北
畿 

畿
は
都
︑
つ
ま
り
北
京
の
こ
と
︒ 

天
政 

前
述
の
張
璿
の
こ
と
︒ 

賢
坦 

賢
い
婿
の
こ
と
︒﹃
世
説
新
語
﹄·雅
量﹁
郗
太
傅
在
京
口
︑遣
門
生
与
王
丞
相
書
︑

求
女
婿
︒
丞
相
語
郗
信
﹁
君
往
東
廂
︑
任
意
選
之
︒
﹂
門
生
帰
白
郗
曰
﹁
王
家
諸
郎
亦

皆
可
嘉
︑
聞
来
覓
婿
︑
鹹
自
矜
持
︑
唯
有
一
郎
在
東
床
上
坦
腹
臥
︑
如
不
聞
﹂
郗
公
雲

﹁
正
此
好
︒
﹂
訪
之
︑
乃
是
逸
少
︑
因
嫁
女
与
焉
﹂︒ 

高
閑 

唐
の
書
家
︒
生
卒
年
不
詳
︒
烏
程
の
人
︒
幼
少
時
か
ら
才
気
が
あ
り
︑
宣
宗
の

時
︵
八
四
七
～
八
五
九
︶
に
召
さ
れ
︑
草
書
を
御
前
で
披
露
し
て
紫
の
袈
裟
を
賜
る
︒

著
名
な
書
に
︑﹁
草
書
千
字
文
﹂
が
あ
る
︒ 

参
考
文
献 

田
村
孝
弘 

二
〇
〇
五
﹁
高
閑
﹂
福
本
雅
一
監
修
﹃
中
国
文
人
伝 

第
二
巻 

唐
二
﹄
芸

文
書
院 pp.178-183 

張
旭 

唐
の
書
家
︒
生
卒
年
不
詳
︒
字
は
伯
高
︑
蘇
州
呉
県
の
人
︒
官
は
左
衞
率
府
長

史
と
な
る
︒
酒
を
好
み
︑
杜
甫
の
﹁
飲
中
八
仙
歌
﹂
の
一
人
に
挙
げ
ら
れ
る
︒
懐
素
と

と
も
に
自
由
奔
放
で
極
端
に
字
形
を
崩
し
た
狂
草
の
書
家
で
名
高
い
︒ 

参
考
文
献 
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田
村
孝
弘 

二
〇
〇
四
﹁
張
旭
﹂
福
本
雅
一
監
修
﹃
中
国
文
人
伝 

第
一
巻 

唐
一
﹄
芸

文
書
院 pp.182-190 

  

８
．
琅
華
館
帖
冊
跋 

書
不
師
古
︑
便
落
野
俗
一
路
︑
如
作
詩
文
︑
有
法
而
後
合
︒
所
謂
不
以
六
律
︑
不
能

正
五
音
也
︒
如
琴
棋
之
有
譜
然
︒
觀
詩
之
風
︑
雅
︑
頌
︑
文
之
夏
︑
商
︑
周
︑
秦
︑
漢
︑

亦
可
知
矣
︒
故
善
師
古
者
不
離
古
︑
不
泥
古
︒
必
置
古
不
言
者
︑
不
過
文
其
不
學
耳
︒

辛
巳
正
月
書
此
册
︑
客
輒
至
︑
經
三
日
始
成
︒
質
之
循
如
楊
詞
丈
以
為
何
如
︒
孟
津
王

鐸
書
於
懷
州
之
東
湖
草
堂
︒ 

 

琅
華
館
帖
冊
の
跋 

書
は
古
を
師
と
せ
ざ
れ
ば
︑
便
ち
野
俗
の
一
路
に
落
つ
︒
詩
文
を
作
る
が
如
く
︑
法

有
り
て
而
る
後
に
合
す
︒
所
謂
六
律
を
以
て
せ
ず
ん
ば
︑
五
音
を
正
す
こ
と
能
わ
ざ
る

な
り
︒
琴
棋
の
譜
の
有
る
が
如
く
然
り
︒
詩
の
風
︑
雅
︑
頌
︐
文
の
夏
︑
商
︑
周
︑
秦
︑

漢
を
觀
れ
ば
︑
亦
た
知
る
べ
し
︒
故
に
善
く
古
を
師
と
す
る
者
は
古
を
離
れ
ざ
る
も
︑

古
に
泥
ま
ず
︒
必
ず
古
を
置
い
て
言
は
ざ
る
者
は
︑
文
を
其
れ
學
ば
ざ
る
に
過
ぎ
ざ
る

の
み
︒辛
巳
正
月
此
の
册
を
書
す
る
に
︑客
輒
ち
至
り
て
︑三
日
を
經
て
始
め
て
成
る
︒

之
を
循
如
楊
詞
丈
に
質
︵
た
だ
︶
さ
ば
以
て
何
如
と
為
さ
ん
︒
孟
津
王
鐸
懷
州
の
東
湖

草
堂
に
書
す
︒ 

 

書
は
古
を
模
範
と
し
な
け
れ
ば
︑
粗
野
で
俗
な
道
に
落
ち
て
し
ま
う
︒
そ
れ
は
詩
文

を
作
る
よ
う
な
も
の
で
︑
法
が
存
在
し
て
︑
そ
の
後
で
一
致
す
る
の
で
あ
る
︒
所
謂
六

律
を
用
い
な
け
れ
ば
︑
五
音
を
正
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
る
︒
琴
と
棋
に
そ
れ
ぞ
れ

譜
が
存
在
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒﹃
詩
経
﹄の
風
︑雅
︑頌
や
︑夏
︑商
︑周
︑秦
︑

漢
の
文
を
見
れ
ば
︑
同
様
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
の
た
め
︑
う
ま
く
古
典
を
模
範

と
す
る
者
は
古
典
か
ら
離
れ
な
い
が
︑
古
典
に
は
拘
泥
し
な
い
︒
必
ず
古
典
を
捨
て
て

何
も
言
わ
な
い
者
は
︑
文
を
学
ん
で
い
な
い
だ
け
だ
︒
辛
巳
︵
崇
禎
十
四
年
︶
正
月
に

こ
の
冊
を
書
い
て
い
た
と
こ
ろ
︑
来
客
が
来
た
の
で
︑
間
が
空
い
て
三
日
間
を
経
て
や

っ
と
完
成
し
た
︒
こ
れ
を
楊
挺
生
に
問
い
質
し
た
ら
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
で
あ
ろ
う

か
︒
孟
津
王
鐸
が
懐
州
の
東
湖
草
堂
で
書
す
︒ 

 

﹇
注
﹈ 

琅
華
館
帖
冊
跋 

王
鐸
五
十
歳
作
︒図
版
は
︑﹃
中
國
書
法
全
集 

第
六
一
巻 

王
鐸
﹄︵
榮

寶
齋
出
版
社
︑
一
九
九
三
年
︶
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
︒
薛
龍
春
に
よ
れ
ば
︑
こ
の

作
品
は
楊
嗣
修
の
子
で
あ
る
挺
生︵
循
如
︶
の
為
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
︑
と
説
明

し
て
い
る
︒
楊
嗣
修
︑
字
は
景
歐
︑
河
内
の
人
︑
万
暦
三
十
五
年
の
進
士
︑﹃
河
内
縣

志
﹄
巻
二
十
七
に
伝
が
あ
る
︒
楊
挺
生
︑
字
は
循
如
︑
河
内
の
人
︑﹃
河
内
縣
志
﹄
巻

二
十
六
の
先
賢
傳
下
に
伝
が
あ
る
︒ 

参
考
文
献 

薛
龍
春 

前
掲
﹃
王
鐸
年
譜
長
編
﹄
第
二
册 

野
俗 

粗
野
で
俗
な
こ
と
︒ 

六
律 
十
二
律
に
属
す
る
陽
の
音
で
︑
黃
鍾
︑
大
蔟
︑
姑
洗
︑
蕤
賓
︑
夷
則
︑
無
射
を

指
す
︒ 

五
音 

古
代
中
国
の
音
階
で
あ
り
︑
宮
︑
商
︑
角
︑
徴
︑
羽
の
五
音
の
こ
と
︒﹃
孟
子
﹄

離
婁
上
﹁
不
以
六
律
︑
不
能
正
五
音
︒
﹂ 

詩
之
風
︑
雅
︑
頌 

﹃
詩
経
﹄
は
風
︑
雅
︑
頌
の
三
体
で
構
成
さ
れ
る
︒
風
は
国
風
と
も
称
し
︑
周
南
︑
召
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南
︑
邶
風
・
鄘
風
・
衛
風
︑
王
風
︑
鄭
風
︑
斉
風
︑
魏
風
︑
唐
風
︑
秦
風
︑
陳
風
︑
檜

風
︑
曹
風
︑
豳
風
に
区
分
さ
れ
る
︒
雅
は
大
雅
・
小
雅
に
分
か
れ
る
︒
頌
は
王
の
先
祖

の
功
績
を
称
賛
し
︑宗
廟
で
歌
う
歌
謡
の
こ
と
︒風
︑雅
︑頌
は﹁
六
義
﹂に
含
ま
れ
︑

後
世
の
中
国
・
日
本
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
︒ 

文
之
夏
︑
商
︑
周
︑
秦
︑
漢 

韓
愈
を
は
じ
め
と
す
る
唐
宋
八
大
家
は
︑
魏
晋
か
ら
始
ま
っ
た
四
六
駢
儷
体
に
反
し
︑

文
を
書
く
際
に
﹃
史
記
﹄
な
ど
の
漢
以
前
︵
夏
︑
商
︑
周
︑
秦
︑
漢
︶
の
古
文
を
模
範

と
し
た
︒ 

循
如
楊 

前
出
の
楊
挺
生
の
こ
と
︒ 

詞
丈 

先
輩
詩
人
に
対
す
る
敬
称 

  

９
．
草
書
杜
甫
詩
跋 

丙
戌
三
月
初
五
︑
夜
二
更
︑
帶
酒
︑
微
醺
不
能
醉
︑
書
於
北
都
琅
華
館
︒
用
張
芝
︑

柳
︑
虞
草
法
︑
拓
而
為
大
︑
非
懷
素
惡
札
一
路
︒
觀
者
諦
辨
之
︑
勿
忽
︒
孟
津
王
鐸
︒ 

 

草
書
杜
甫
詩
の
跋 

丙
戌
三
月
初
五
︑
夜
二
更
︑
酒
を
帶
び
︑
微
醺
な
る
も
醉
ふ
こ
と
能
は
ず
︑
北
都
琅

華
館
に
書
す
︒
張
芝
︑
柳
︑
虞
の
草
法
を
用
い
︐
拓
い
て
大
と
為
し
︑
懷
素
の
惡
札
一

路
に
非
ず
︒
觀
る
者
は
之
を
諦
辨
し
︑
忽
せ
に
す
る
こ
と
勿
れ
︒
孟
津
王
鐸
︒ 

 

丙
戌
︵
順
治
三
年
︶
三
月
五
日
︑
夜
の
二
更
の
時
︑
酒
を
飲
ん
だ
が
︑
ほ
ろ
酔
い
で
あ

る
が
酔
え
な
い
︒
北
都
の
琅
華
館
に
て
書
く
︒
張
芝
︑
柳
公
権
︑
虞
世
南
の
草
法
を
用

い
て
草
書
の
境
地
を
切
り
開
き
押
し
広
げ
た
︒
懐
素
の
拙
劣
な
書
の
同
類
で
は
な
い
︒

鑑
賞
す
る
者
は
仔
細
に
識
別
す
べ
き
で
あ
り
︑疎
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
︒孟
津
王
鐸
︒ 

 

﹇
注
﹈ 

草
書
杜
甫
詩
跋 

杜
甫
﹁
秦
州
雑
詩
二
十
首
﹂
の
第
十
九
首
を
書
い
た
後
の
跋
文
︒
王

鐸
五
十
五
歳
作
︒
村
上
三
島
編
﹃
王
鐸
の
書
法
︻
巻
子
篇
二
︼﹄︵
二
玄
社
︑
一
九
八

〇
︶
に
図
版
が
収
録
さ
れ
て
い
る
︒ 

二
更 

五
更
の
一
つ
︒
午
後
九
時
か
ら
十
一
時
頃
を
指
す
︒
王
維
﹁
秋
夜
獨
坐
﹂：﹁
獨

坐
悲
雙
鬢
︑
空
堂
欲
二
更
︒
﹂ 

微
醺 

少
し
酒
に
酔
う
こ
と
︒
ほ
ろ
酔
い
︒﹃
宋
史
﹄
邵
雍
傳
﹁
旦
則
焚
香
燕
坐
︑
晡
時

酌
酒
三
四
甌
︑
微
醺
即
止
︑
常
不
及
醉
也
︒﹂ 

用
張
芝
︑柳
︑虞
草
法 

張
芝
は
後
漢
の
人
︒
字
は
伯
英
︑
敦
煌
酒
泉
の
人
︒
生
没
年
不

詳
︒
草
書
を
完
成
さ
せ
︑
草
聖
と
称
さ
れ
る
︒
柳
は
柳
公
権
︵
七
七
八
～
八
六
五
︶
の

こ
と
︒
字
は
誠
懸
︑
華
原
の
人
︒
元
和
初
年
の
進
士
︒
書
は
王
羲
之
を
学
び
︑
後
に
顔

真
卿
の
書
を
習
う
︒
著
名
な
書
に
︑﹁
玄
秘
塔
碑
﹂
が
あ
る
︒
虞
は
虞
世
南
︵
五
五
八

～
六
三
八
︶
の
こ
と
︒
字
は
伯
施
︒
越
州
余
姚
の
人
︒
書
は
智
永
を
模
範
と
し
︑
王
羲

之
を
学
ぶ
︒欧
陽
詢
︑褚
遂
良
︑薛
稷
と
と
も
に
初
唐
の
四
大
家
︒著
名
な
書
に
︑﹁
孔

子
廟
堂
碑
﹂が
あ
る
︒﹁
用
張
芝
︑柳
︑虞
草
法
﹂の
草
法
と
い
う
の
は
︑﹃
淳
化
閣
帖
﹄

中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
三
者
の
草
書
作
品
の
筆
法
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
︒ 

 
参
考
文
献 

二
玄
社
編
集
部 

二
〇
一
〇
﹃
書
道
辞
典 

増
補
版
﹄
二
玄
社 

鶴
田
一
雄 
二
〇
〇
七
﹁
玄
秘
塔
碑
﹂
書
学
書
道
史
学
会
編
﹃
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
書

道
史
年
表
事
典
﹄︵
改
訂
版
︶
萱
原
書
房 p.190 
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下
野
健
児 

二
〇
〇
七
﹁
虞
世
南
・
孔
子
廟
堂
碑
﹂
同
上 

p.172 
惡
札 
拙
劣
な
書
の
こ
と
︒
米
芾
﹃
海
嶽
名
言
﹄﹁
柳
公
權
師
歐
︑
不
及
遠
甚
︑
而
為
醜

怪
惡
札
之
祖
︒
﹂ 

諦
辨 

詳
細
に
見
分
け
る
こ
と
︒ 

  

１
０
．
臨
淳
化
閣
帖
簽
注
一 

擬
古
體
︒
擬
者
正
為
世
多
不
肯
學
古
︑
轉
相
詬
語
耳
︒
不
以
規
矩
︑
安
能
方
圓
︒ 

 
 臨

淳
化
閣
帖
簽
注
一 

古
體
を
擬
ふ
︒
擬
ふ
者
は
正
に
世
に
多
く
肯
へ
て
古
を
學
ば
ず
︑
轉
︵
か
へ
︶
っ
て

相
ひ
詬
り
語
る
の
み
と
為
す
︒
規
矩
を
以
て
せ
ず
ん
ば
︑
安
く
ん
ぞ
能
く
方
圓
な
ら
ん

や
︒ 

 

古
典
の
書
体
を
模
倣
す
る
︒
模
倣
に
つ
い
て
は
︑
世
間
に
は
進
ん
で
古
典
を
学
ぼ
う

と
せ
ず
︑
か
え
っ
て
古
典
を
罵
り
語
る
だ
け
と
い
う
人
が
多
い
と
ほ
ん
と
う
に
思
う
︒

定
規
と
コ
ン
パ
ス
を
用
い
な
け
れ
ば
︑
方
形
や
円
形
を
描
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

る
︒︵
古
典
を
学
ば
な
け
れ
ば
︑
書
の
本
質
に
到
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒︶ 

 

﹇
注
﹈ 

臨
淳
化
閣
帖
簽
注
一 

本
文
は
︑順
治
六
年︵
一
六
四
九
︶︑王
鐸
五
十
八
歳
の
時
に﹃
淳

化
閣
帖
﹄
を
臨
書
し
た
作
品
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
︒
後
巻
に
は
︑
清
・
張
廷
済
の

跋
文
が
あ
る
︒
作
品
全
体
の
図
版
は
︑
村
上
三
島
編
﹃
王
鐸
の
書
法
︻
巻
子
篇
二
︼﹄

︵
二
玄
社
︑
一
九
八
〇
︶︑
鈴
木
敬
編
﹃
中
國
繪
畫
總
合
圖
錄 

第
三
巻 

日
本
編
Ⅰ
博

物
館
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
八
三
︶︑
大
阪
市
立
美
術
館
ほ
か
編
﹃
大
阪
市
立
美

術
館
蔵
・
上
海
博
物
館
蔵 

中
国
書
画
名
品
図
録
﹄︵︽
中
国
書
画
名
品
展
︾
実
行
委
員

会
︑
一
九
九
四
︶
な
ど
に
収
録
さ
れ
る
︒
ま
た
︑
福
本
雅
一
ほ
か
著
﹃
書
学
大
系 

碑

法
帖
篇 
第
四
十
巻 

王
鐸
﹄︵
同
朋
社
︑
一
九
九
五
︶
に
は
︑
一
部
部
分
の
図
版
が
収

録
さ
れ
て
い
る
︒
作
品
全
体
に
つ
い
て
︑
村
上
に
よ
れ
ば
︑
巻
中
に
山
水
画
が
描
か
れ

て
い
る
珍
し
い
淳
化
閣
帖
の
臨
書
巻
で
あ
る
と
い
う
︒薛
龍
春
に
よ
れ
ば
︑こ
の
巻
は
︑
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張
端
が
父
張
忻
の
た
め
に
王
鐸
に
依
頼
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒現
在
は
大
阪

市
立
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
︒ 

参
考
文
献 

村
上
三
島 

一
九
八
〇
﹁
作
品
解
説
﹂ 

村
上
三
島
編
﹃
王
鐸
の
書
法
︻
巻
子
篇
二
︼﹄

二
玄
社 pp.1-12 

薛
龍
春 

前
掲
﹃
王
鐸
年
譜
長
編
﹄ 

第
三
冊  

淳
化
閣
帖 

北
宋
の
太
宗
が
王
著
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
法
帖
︒
淳
化
三
年
︵
九
九
二
︶

完
成
︑
全
十
巻
︒
宇
野
に
よ
れ
ば
︑
巻
の
構
成
は
︑
歴
代
帝
王
法
帖
第
一
︑
歴
代
名
臣

法
帖
第
二
︑
歴
代
名
臣
法
帖
第
三
︑
歴
代
名
臣
法
帖
第
四
︑
諸
家
古
法
帖
第
五
︑
法
帖

第
六
王
羲
之
書
一
︑法
帖
第
七
王
羲
之
書
二
︑
法
帖
第
八
王
羲
之
書
三
︑
法
帖
第
九
王

献
之
書
一
︑法
帖
第
十
王
献
之
書
二
で
あ
る
︒淳
化
閣
帖
の
特
徴
と
し
て
︑石
田
は﹁
今

日
︑名
実
と
も
に
確
認
し
う
る
法
帖
の
始
ま
り
で
︑集
帖
の
祖
と
い
わ
れ
︑略
し
て﹃
閣

帖
﹄
と
い
う
﹂
と
述
べ
︑
ま
た
﹁
王
羲
之
・
王
献
之
を
中
心
と
し
て
お
り
︑
唐
代
の
書

は
少
な
く
︑顔
真
卿
は
と
ら
れ
て
い
な
い
︒宋
代
の
前
代
に
対
す
る
評
価
と
太
宗
の
好

み
を
反
映
し
て
い
る
︒
二
王
中
心
で
は
あ
る
が
︑豊
富
な
内
容
で
あ
り
︑
中
国
書
道
史

上
︑
画
期
的
な
事
業
で
あ
っ
た
﹂
と
説
明
す
る
︒
淳
化
閣
帖
に
関
す
る
文
献
と
し
て
︑

福
本
雅
一
責
任
編
集
﹃
淳
化
閣
帖
﹄
十
巻
︵
二
玄
社
︑
一
九
八
〇
～
︶
な
ど
が
あ
る
︒ 

参
考
文
献 

宇
野
雪
村 

一
九
八
四
﹃
法
帖
事
典
﹄
雄
山
閣 

石
田
肇 

二
〇
〇
七
﹁
淳
化
閣
帖
﹂
前
掲
﹃
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
書
道
史
年
表
事
典
﹄

p.195 

學
古 

古
代
の
典
籍
を
学
習
し
た
り
研
究
し
た
り
す
る
こ
と
︒﹃
書
経
﹄
周
官
﹁
學
古
入

官
︒
﹂ 

不
以
規
矩
︑
安
能
方
圓 

﹃
孟
子
﹄
離
婁
上
﹁
孟
子
曰
︑
離
婁
之
明
︑
公
輸
子
之
巧
︑
不

以
規
矩
︑
不
能
成
方
圓
︒
﹂
と
あ
る
︒ 

  

１
１
．
臨
淳
化
閣
帖
簽
注
二 
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擬
漢
張
芝
體
︒
二
王
諸
家
所
宗
︒
不
師
古
詈
古
︑
孔
子
奚
為
好
古
信
古
乎
︒
可
歎
︒ 

 

臨
淳
化
閣
帖
簽
注
二 

漢
の
張
芝
の
體
を
擬
ふ
︒
二
王
諸
家
の
宗
と
す
る
所
な
り
︒
古
を
師
と
せ
ず
古
を
詈

る
も
︑
孔
子
奚
為
︵
な
ん
す
︶
れ
ぞ
古
を
好
み
古
を
信
ず
る
や
︒
歎
く
べ
し
︒ 

 

漢
の
張
芝
の
書
体
を
模
倣
す
る
︒︵
張
芝
は
︶二
王
を
は
じ
め
と
し
て
諸
家
が
尊
重
す

る
存
在
で
あ
る
︒
今
の
人
は
古
典
を
手
本
と
せ
ず
︑
古
典
を
非
難
す
る
が
︑
そ
れ
で
は

孔
子
は
ど
う
し
て
古
典
を
好
み
︑
古
典
を
信
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
嘆
く
べ
き
こ
と
で

あ
る
︒ 

 

﹇
注
﹈ 

臨
淳
化
閣
帖
簽
注
二 

本
文
は
﹁
臨
淳
化
閣
帖
簽
注
一
﹂
と
同
じ
作
品
に
記
さ
れ
る
︒ 

二
王 

王
羲
之
・
王
献
之
の
並
称
︒
王
羲
之
︵
三
〇
三
～
三
六
一
︑
三
〇
七
～
三
六
五

な
ど
諸
説
あ
り
︶︑
字
は
逸
少
︑
琅
邪
臨
沂
の
人
︒
右
軍
将
軍
の
官
名
か
ら
王
右
軍
と

も
称
さ
れ
る
︒
後
世
︑
書
聖
と
仰
が
れ
る
︒
王
羲
之
の
伝
記
に
つ
い
て
︑
西
林
は
﹁
逸

話
は
多
い
が
︑
伝
記
に
は
は
っ
き
り
し
な
い
面
が
あ
る
﹂
と
述
べ
る
︒
ま
た
︑
王
羲
之

の
真
蹟
は
現
存
せ
ず
︑伝
世
品
は
全
て
臨
本
︑刻
本
︑搨
模
本
な
ど
で
あ
る
︒﹃
晋
書
﹄

に
王
羲
之
の
記
載
が
あ
り
︑
興
膳
宏
訳
﹃
晋
書
﹄
王
羲
之
伝
︵﹃
世
界
文
学
大
系
七
十

二 

中
国
散
文
選
﹄
筑
摩
書
房
一
九
六
五
︶
な
ど
の
訳
が
あ
る
︒
王
献
之
︵
三
四
四
～

三
八
八
な
ど
諸
説
あ
り
︶︑
字
は
子
敬
︑
琅
邪
臨
沂
の
人
︒
王
羲
之
の
七
男
︒
献
之
の

書
に
関
し
て
︑
外
山
は
﹁
王
羲
之
の
諸
子
の
中
で
︑
最
年
少
の
献
之
が
も
つ
と
も
書
の

天
分
に
恵
ま
れ
て
お
り
︑父
よ
り
書
法
を
授
け
ら
れ
︑父
の
書
よ
り
も
さ
ら
に
逸
気
に

富
ん
だ
書
風
を
つ
く
り
上
げ
た
﹂
と
説
明
す
る
︒ 

参
考
文
献 

西
林
昭
一 
二
〇
〇
七
﹁
二
王
﹂ 

前
掲
﹃
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
書
道
史
年
表
事
典
﹄ 

pp.122-123 

外
山
軍
治 

一
九
六
五
﹁
王
献
之
﹂
下
中
邦
彦
編
﹃
書
道
全
集 

第
四
巻
﹄
平
凡
社 
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pp.205-206 
師
古 

古
を
手
本
と
す
る
こ
と
︒﹃
書
経
﹄
說
命
下
﹁
事
不
師
古
︑
以
克
永
世
︑
匪
説
攸

聞
︒
﹂ 

孔
子
奚
為
好
古
信
古
乎 

﹃
論
語
﹄
述
而
に
﹁
子
曰
︑
述
而
不
作
︑
信
而
好
古
︑
竊
比
於

我
老
彭
︒﹂
と
あ
る
︒ 

  

１
２
．
臨
淳
化
閣
帖
跋 

予
書
獨
宗
羲
獻
︒
即
唐
宋
諸
家
皆
發
源
羲
獻
︑
人
自
不
察
耳
︒
動
曰
︑
某
斅
米
︑
某

斅
蔡
︒
又
遡
而
上
之
曰
︑
某
虞
︑
某
柳
︑
某
歐
︒
予
此
道
將
五
十
年
︑
輒
彊
項
不
肯
屈

伏
︑
古
人
字
畫
詩
文
︑
咸
有
萭
彠
︑
匪
深
造
博
文
︑
難
言
之
矣
︒
己
丑
三
弟
鑨
在
京
︑

弟
雅
嗜
古
︑
研
慮
字
畫
詩
文
︑
即
宋
詞
元
曲
皆
有
權
衡
︑
可
與
寤
言
︒
因
書
古
體
︑
正

不
屈
心
從
今
︑
如
詩
之
鍾
譚
︑
入
于
酸
薄
淺
隘
︑
譬
之
禪
門
十
二
部
︑
有
大
乘
︑
有
小

乘
︑
有
正
宗
︑
有
魔
道
︑
未
易
戶
曉
︑
下
士
大
咲
︑
正
不
必
戶
曉
耳
︒
書
寄
大
司
寇
北

海
張
老
社
盟
︑
應
不
憎
此
語
也
︒
嗣
君
中
柱
同
館
︑
又
雅
相
善
︑
持
此
求
予
書
︑
偶
倣

宋
數
家
意
畫
一
段
︑
五
十
年
迂
叟
嗜
此
︑
逼
六
旬
︒
北
海
君
必
曰
︑
斯
卷
所
撰
︑
夫
夫

也
︒
匪
無
所
源
本
︑
而
為
墨
豬
者
︒
噫
︑
予
又
轉
彊
項
而
中
心
屈
伏
矣
︒
洛
漁
王
鐸
識

于
琅
華
館
︒ 

 

淳
化
閣
帖
を
臨
す
の
跋 

予
が
書
は
獨
だ
羲
獻
を
宗
と
す
︒
即
ち
唐
宋
諸
家
は
皆
な
源
を
羲
獻
に
發
す
る
も
︑

人
自
ら
察
せ
ざ
る
の
み
︒
動
も
す
れ
ば
曰
く
︑
某
は
米
を
斅
び
︑
某
は
蔡
を
斅
ぶ
と
︒

又
溯
り
て
之
を
上
り
て
曰
く
︑
某
は
虞
な
り
︑
某
は
柳
な
り
︑
某
は
歐
な
り
と
︒
予
の

此
の
道
は
將
に
五
十
年
な
ら
ん
と
し
︑
輒
り
に
彊
項
し
て
肯
へ
て
屈
伏
せ
ず
︒
古
人
の

字
畫
詩
文
︑
咸
な
萭
彠
有
り
て
︐
深
造
博
文
に
あ
ら
ざ
れ
ば
︐
之
を
言
ひ
難
し
矣
︒
己

丑
三
弟
の
鑨
は
京
に
在
り
︒
弟
は
雅
︵
つ
ね
︶
に
古
を
嗜
み
︑
字
畫
詩
文
を
研
慮
す
︒

宋
詞
元
曲
に
即
︵
つ
︶
き
て
皆
な
權
衡
有
り
て
︑
與
に
寤
言
す
べ
し
︒
因
り
て
古
體
を

書
し
て
︑
正
に
心
を
屈
し
て
今
に
從
は
ず
︑
詩
の
鍾
譚
の
酸
薄
淺
隘
に
入
る
が
如
し
︒

之
を
禪
門
十
二
部
に
譬
ふ
れ
ば
︑大
乘
有
り
︑小
乘
有
り
︑正
宗
有
り
︑魔
道
有
り
て
︑

未
だ
戶
曉
す
る
に
易
か
ら
ず
︒
下
士
大
い
に
咲
︵
わ
ら
︶
ふ
は
︑
正
に
必
ず
し
も
戶
曉

せ
ざ
る
の
み
︒
書
し
て
大
司
寇
北
海
張
老
社
盟
に
寄
す
る
も
︑
應
に
此
の
語
を
憎
ま
ざ

る
な
り
︒
嗣
君
中
柱
は
館
を
同
じ
う
し
︑
又
た
雅
に
相
い
善
く
︑
此
を
持
し
て
予
に
書

を
求
る
に
︑
偶
〻
宋
數
家
の
意
に
倣
ひ
て
一
段
を
畫
く
︒
五
十
年
迂
叟
此
を
嗜
み
︑
六

旬
に
逼
ら
ん
と
し
︑北
海
君
必
ず
曰
く
︑斯
卷
の
撰
す
る
所
は
︑夫︵
か
︶の
夫
な
り
︒

源
本
と
す
る
所
無
く
し
て
墨
豬
を
為
す
者
に
匪
ず
と
︒
噫
予
は
又
た
彊
項
を
轉
じ
て
中

心
屈
伏
す
︒
洛
漁
王
鐸
琅
華
館
に
識
す
︒ 

 
私
の
書
は
た
だ
王
羲
之
・
王
献
之
を
宗
と
す
る
︒
唐
宋
の
諸
家
は
皆
な
王
羲
之
・
王

献
之
を
起
源
と
す
る
が
︑
世
間
の
人
々
は
こ
の
事
実
に
気
づ
い
て
い
な
い
だ
け
だ
︒
と

か
く
︑
私
は
米
芾
を
学
び
︑
私
は
蔡
襄
を
学
ん
で
い
る
と
言
い
が
ち
で
あ
る
︒
ま
た
遡
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り
︑
私
は
虞
世
南
を
︑
私
は
柳
公
権
を
︑
私
は
欧
陽
詢
を
学
ん
で
い
る
と
言
う
︒
私
の

書
法
の
道
は
︑
五
十
年
に
及
ぼ
う
と
し
て
い
る
が
︑
私
は
常
に
剛
直
で
時
流
に
屈
し
な

か
っ
た
︒
古
人
の
書
画
や
詩
文
に
は
全
て
規
則
が
存
在
し
て
い
る
の
で
︑
深
く
真
理
を

理
解
し
古
の
文
芸
に
精
通
し
て
い
な
け
れ
ば
︑
こ
れ
を
言
う
の
は
難
し
い
︒
己
丑
︵
順

治
六
年
︵
一
六
四
九
︶︶︒
三
弟
の
王
鑨
は
北
京
に
い
た
︒
三
弟
は
い
つ
も
古
を
嗜
み
︑

書
画
や
詩
文
を
研
究
し
考
察
し
て
い
た
︒
宋
詞
元
曲
に
対
し
て
も
見
識
を
有
し
て
い
る

の
で
︑
一
緒
に
向
か
い
合
っ
て
語
ら
う
こ
と
が
で
き
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
古
体
の
書
を

書
い
て
も
︑良
心
に
背
い
て
今
の
流
行
に
従
う
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
︒︵
今
の
流
行
に

従
う
こ
と
は
︶
鍾
惺
・
譚
元
春
の
詩
の
よ
う
な
貧
乏
臭
く
薄
っ
ぺ
ら
で
︑
内
容
が
表
面

的
で
狭
い
道
に
入
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒
こ
れ
を
禅
門
十
二
部
に
喩
え
る
と
︑
大
乗

が
存
在
し
︑
小
乗
が
存
在
し
︑
正
宗
が
存
在
し
︑
魔
道
が
存
在
し
て
︑
こ
れ
を
誰
も
が

分
か
る
よ
う
に
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
︒
程
度
の
低
い
者
が
大
笑
い
す
る
の
は
︑
必

ず
し
も
皆
が
分
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
け
な
の
だ
︒
こ
の
こ
と
を
手
紙
に
書
い

て
張
忻
ど
の
に
送
っ
て
も
︑
恐
ら
く
こ
の
言
葉
を
憎
ま
な
い
で
あ
ろ
う
︒
彼
の
息
子
の

張
端
と
は
同
じ
く
翰
林
院
に
所
属
し
た
こ
と
が
あ
り
︑
ま
た
常
に
親
し
い
仲
で
あ
る
こ

と
か
ら
︑
巻
物
を
持
参
し
て
私
に
書
を
求
め
て
き
た
の
で
︑
偶
然
︑
宋
代
数
家
の
意
を

模
倣
し
︑
一
幅
の
絵
を
描
い
た
︒
五
十
年
間
︑
私
は
書
画
を
嗜
み
︑
も
う
六
十
歳
に
迫

ろ
う
と
し
て
い
る
︒
張
忻
ど
の
は
間
違
い
な
く
次
の
よ
う
に
言
う
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
巻

を
書
い
た
の
は
王
鐸
で
し
か
あ
り
得
な
い
︒
基
づ
く
所
な
く
線
質
に
弛
み
が
あ
る
も
の

で
は
な
い
︑
と
︒
あ
あ
︑
こ
の
見
解
に
関
し
て
は
︑
私
は
剛
直
さ
を
捨
て
て
心
か
ら
屈

服
す
る
︒
洛
漁
王
鐸
琅
華
館
で
書
す
︒ 

 

﹇
注
﹈ 

臨
淳
化
閣
帖
跋  

本
文
も
﹁
臨
淳
化
閣
帖
簽
注
一
﹂
と
同
じ
作
品
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

劉
正
成
﹁
王
鐸
書
論
選
注
﹂
で
は
︑﹁
己
丑…

﹂
以
降
の
文
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
全

文
掲
載
し
て
補
っ
た
︒ 

羲
獻 

王
羲
之
・
王
献
之
の
こ
と
︒ 

發
源 

物
事
の
起
源
︒
劉
勰
﹃
文
心
雕
龍
﹄
頌
讚
﹁
發
源
雖
遠
︑
而
致
用
蓋
寡
︒﹂ 
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米 
北
宋
の
書
家
米
芾
の
こ
と
︒
米
芾
︵
一
〇
五
一
～
一
一
〇
七
︶︑
初
名
は
黻
︒
元
祐

六
年
︵
一
〇
九
一
︶
以
降
は
芾
と
し
た
︒
字
は
元
章
︒
礼
部
員
外
郎
の
官
名
か
ら
米
南

宮
と
も
称
さ
れ
る
︒
襄
陽
の
人
︒
蔡
襄
︑
蘇
軾
︑
黄
庭
堅
と
共
に
北
宋
の
四
大
家
と
並

称
さ
れ
る
︒
著
書
に
︑﹃
書
史
﹄﹃
畫
史
﹄﹃
硯
史
﹄﹃
寶
章
待
訪
録
﹄﹃
寶
晋
英
光
集
﹄

な
ど
が
あ
る
︒ 

 

参
考
文
献 

石
田
肇 

二
〇
〇
七
﹁
米
芾
﹂
前
掲
﹃
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
書
道
史
年
表
事
典
﹄p.204 

蔡 

北
宋
の
蔡
襄
の
こ
と
︒
蔡
襄
︵
一
〇
一
二
～
一
〇
六
七
︶︑
字
は
君
謨
︒
興
化
軍
仙

游
の
人
︒
蔡
襄
に
関
し
て
︑
石
田
に
よ
れ
ば
︑
蔡
襄
は
蘇
軾
︑
黄
庭
堅
︑
米
芾
と
な
ら

ん
で
北
宋
の
四
大
家
の
一
人
に
あ
げ
ら
れ
る
が
︑本
来
は
蔡
襄
で
な
く
蔡
京
が
そ
の
一

人
で
あ
り
︑蔡
京
の
評
判
が
悪
い
た
め
︑同
族
で
書
名
の
高
い
蔡
襄
が
四
大
家
の
一
人

に
な
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
と
い
う
︒
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
︑﹁
蔡
﹂
を
蔡
襄
と
し
て

扱
っ
た
︒ 

参
考
文
献 

石
田
肇 

二
〇
〇
七
﹁
蔡
襄
﹂
前
掲
﹃
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
書
道
史
年
表
事
典
﹄ p.199 

虞 

虞
世
南
の
こ
と
︒ 

柳 

柳
公
権
の
こ
と
︒ 

歐 

唐
の
欧
陽
詢
の
こ
と
︒
欧
陽
詢
︵
五
五
七
～
六
四
一
︶︑
字
は
信
本
︒
潭
州
臨
湘
の

人
︒
書
は
王
羲
之
︑
王
献
之
を
学
び
︑
虞
世
南
︑
褚
遂
良
︑
薛
稷
と
と
も
に
初
唐
の
四

大
家
と
呼
ば
れ
る
︒
代
表
作
﹁
九
成
宮
醴
泉
銘
﹂
は
︑
楷
法
の
極
則
と
称
さ
れ
る
︒ 

参
考
文
献 

下
野
健
二 

二
〇
〇
七
﹁
欧
陽
詢
・
九
成
宮
醴
泉
銘
﹂
前
掲
﹃
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
書

道
史
年
表
事
典
﹄p.173 

彊
項 

剛
直
な
様
︒﹃
後
漢
書
﹄
楊
震
傳
﹁
帝
嚐
從
容
問
奇
曰
︑
朕
何
如
桓
帝
︑
對
曰
︑

陛
下
之
於
桓
帝
︑
亦
猶
虞
舜
比
德
唐
堯
︒
帝
不
悅
曰
︑
卿
強
項
︑
真
楊
震
子
孫
︒
﹂ 

萭
彠 

﹃
大
漢
和
辞
典
﹄
に
よ
る
と
︑
萭
は
矩
に
同
じ
︑
彠
は
蒦
に
同
じ
で
あ
り
︑
蒦

は
矱
に
作
る
と
い
う
︒つ
ま
り
︑
萭
彠
は
矩
矱
で
あ
り
︑規
則
を
意
味
す
る
︒﹃
楚
辭
﹄

離
騷
﹁
曰
勉
升
降
以
上
下
兮
︑
求
矩
矱
之
所
同
︒
﹂
と
あ
り
︑
王
逸
の
注
に
﹁
矩
︑
法

也
︑
矱
︑
於
縛
切
︑
度
也
︒﹂
と
あ
る
︒ 

博
文 

古
代
の
文
献
に
精
通
す
る
こ
と
︒
漢 

趙
岐 

﹁
孟
子
題
辭
﹂：﹁
諸
經
通
議
︑
得

引
孟
子
以
明
事
︑
謂
之
博
文
︒
﹂ 
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王
鑨 
王
鐸
の
三
弟
︒
字
は
子
陶
︒ 

研
慮 

物
事
に
つ
い
て
研
究
し
考
え
る
こ
と
︒劉
勰 

﹃
文
心
雕
龍
﹄神
思﹁
覃
思
之
士
︑

情
饒
歧
路
︑
鑒
在
疑
後
︑
研
慮
方
定
︒
﹂ 

宋
詞
元
曲 

詞
は
唐
代
後
期
か
ら
宋
代
に
渡
り
流
行
し
た
韻
文
形
式
︒詩
余
︑塡
詞
と
も
呼
ば
れ
る
︒

元
曲
は
元
代
に
流
行
し
た
雑
劇
の
総
称
︒北
方
系
の
旋
律
と
と
も
に
︑一
本
四
折
構
成
︒ 

權
衡 

權
は
錘
︑衡
は
竿
の
こ
と
︒つ
ま
り
︑物
事
の
標
準
の
こ
と
︒﹃
禮
記
﹄深
衣﹁
規

矩
取
其
無
私
︑
繩
取
其
直
︑
權
衡
取
其
平
︒
﹂ 

寤
言 

向
か
い
合
っ
て
話
す
こ
と
︒
漢 

劉
向
﹃
列
女
傳
﹄
魯
黔
婁
妻
﹁
君
子
謂
黔
婁
妻

為
樂
貧
行
道
︒
詩
曰
︑
彼
美
淑
姬
︑
可
與
寤
言
︒
﹂ 

鍾
譚 

鍾
惺
・
譚
元
春
の
こ
と
︒
鍾
惺
︵
一
五
七
四
～
一
六
二
五
︶︑
字
は
伯
敬
︒
万
暦

三
八
年
の
進
士
︒
譚
元
春
︵
一
五
八
六
～
一
六
三
七
︶︑
字
は
友
夏
︒
鍾
惺
・
譚
元
春

と
も
に
竟
陵
出
身
で
︑竟
陵
派
の
主
導
者
︒竟
陵
派
に
つ
い
て
︑吉
川
は﹁﹃
古
文
辞
﹄

に
反
撥
し
て
︑
自
由
な
詩
を
主
張
し
た
こ
と
は
︑公
安
と
同
じ
で
あ
る
が
︑
公
安
が
専

ら
平
易
を
喜
ぶ
に
対
し
︑
こ
の
派
は
︑奇
妙
な
措
辞
と
奇
妙
な
着
想
を
こ
の
ん
だ
︒ま

た
奇
妙
な
閑
寂
さ
を
喜
び
︑﹃
幽
深
孤
峭
﹄
と
称
せ
ら
れ
る
﹂
と
説
明
す
る
︒ 

参
考
文
献 

吉
川
幸
次
郎 

二
〇
〇
六
﹃
元
明
詩
概
説
﹄
岩
波
書
店 

酸
薄 

酸
薄
は
倹
約
し
て
質
素
で
あ
る
こ
と
︒ 

淺
隘 

淺
隘
は
狭
く
窄
ま
る
こ
と
︒
晉 

葛
洪
﹃
抱
樸
子
﹄
尚
博
﹁
拘
繫
之
徒
︑
桎
梏
淺

隘
之
中
︑
挈
瓶
訓
詁
之
閒
︒
﹂ 

禪
門
十
二
部 

禪
門
は
禅
宗
の
こ
と
︒十
二
部
は
十
二
部
経
の
こ
と
︒﹃
佛
教
語
大
辞
典 

上
巻
﹄﹁
十
二
部
経
﹂
の
項
目
に
よ
れ
ば
︑
十
二
部
経
は
﹁
仏
典
の
叙
述
の
形
式
︑
ま

た
は
内
容
か
ら
十
二
に
分
類
し
た
も
の
︒﹂
で
あ
る
と
い
う
︒ 

参
考
文
献 

中
村
元 
一
九
七
五
﹃
佛
教
語
大
辞
典 

上
巻
﹄ 

東
京
書
籍 

中
村
元 

一
九
七
五
﹃
佛
教
語
大
辞
典 

下
巻
﹄ 

東
京
書
籍 

 

大
乘 

﹃
佛
教
語
大
辞
典 
下
巻
﹄﹁
大
乘
﹂の
項
目
に
よ
れ
ば
︑﹁
大
き
な
乗
り
物
の
意
︒
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仏
教
の
二
大
流
派
の
一
つ
︒
一
︑
二
世
紀
ご
ろ
興
起
し
た
︒
従
来
の
仏
教
で
あ
る
︑
い

わ
ゆ
る
小
乗
に
対
す
る
︒そ
の
特
徴
は
︑自
利
よ
り
も
広
く
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
の

利
他
行
を
実
践
し
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
と
な
る
こ
と
を
主
張
す
る
点
に
あ
る
︒﹂
と
説

明
し
て
い
る
︒ 

小
乘 

﹃
佛
教
語
大
辞
典 

上
巻
﹄﹁
小
乘
﹂
の
項
目
に
よ
れ
ば
︑﹁
大
乗
に
比
べ
て
そ
の

修
す
る
人
が
劣
る
点
で
︑
そ
れ
を
蔑
称
し
て
小
乗
と
い
う
︒声
聞
乗
と
も
い
う
︒
劣
っ

た
乗
り
物
の
意
︒
大
乗
の
ほ
う
か
ら
つ
け
た
貶
称
で
あ
る
﹂
と
説
明
し
て
い
る
︒ 

正
宗 

仏
教
で
︑
初
祖
か
ら
伝
わ
る
正
統
の
宗
派
の
こ
と
︒
宋 
陳
師
道 
請
興
化
禪
師

疏
﹁
紹
雪
門
之
正
宗
︑
入
慧
林
之
半
座
︒
﹂ 

魔
道 

仏
教
用
語
︒
悪
魔
の
世
界
を
指
す
︒﹃
楞
嚴
經
﹄
卷
六
﹁
縱
有
多
智
禪
定
現
前
︑

如
不
斷
婬
︑
必
落
魔
道
︒
﹂ 

戶
曉 

誰
も
が
知
っ
て
い
る
︒﹃
漢
書
﹄
劉
輔
傳
﹁
假
令
輔
不
坐
直
言
︑
所
坐
不
著
︑
天

下
不
可
戶
曉
︒
﹂ 

大
司
寇
北
海
張
老
社
盟 

張
忻
の
こ
と
︒張
忻︵
一
五
九
〇
～
一
六
五
八
︶︑号
は
北
海
︒

山
東
掖
県
の
人
︒
天
啓
五
年
︵
一
六
二
五
︶
の
進
士
︒
崇
禎
十
六
年
︵
一
六
四
三
︶
に

刑
部
尚
書
と
な
る
︒
大
司
寇
は
刑
部
尚
書
を
指
す
︒
明
清
両
朝
に
仕
え
た
︒﹃
清
史
列

傳
﹄貳
臣
傳·

乙
編
に
伝
が
あ
る
︒明
末
清
初
に
は
様
々
な
文
学
結
社
が
出
現
し
た
︒社

盟
は
そ
う
し
た
文
学
結
社
の
一
員
を
指
す
︒ 

嗣
君
中
柱
同
館 

嗣
君
は
跡
継
ぎ
の
子
の
こ
と
︒
こ
こ
で
は
︑
張
忻
の
息
子
で
あ
る
張

端
を
示
す
︒
張
端
︵
一
六
一
七
～
一
六
五
四
︶︑
号
は
中
柱
︒
崇
禎
十
六
年
の
進
士
︑

庶
吉
士
と
な
る
︒
明
清
両
朝
に
仕
え
た
︒﹃
清
史
列
傳
﹄
貳
臣
傳·

乙
編
に
伝
が
あ
る
︒ 

迂
叟 

年
老
い
た
男
性
が
自
身
を
謙
遜
し
て
い
う
自
称
︒白
居
易
の
詩﹁
迂
叟
﹂に﹁
初

時
被
目
為
迂
叟
︑
近
日
蒙
呼
作
隱
人
︒﹂
と
あ
る
︒ 

夫
夫 

男
性
の
こ
と
を
言
う
︒こ
こ
で
は
︑王
鐸
の
こ
と
を
指
す
︒﹃
禮
記
﹄檀
弓
上﹁
曾

子
指
子
遊
而
示
人
曰
︑
夫
夫
也
︑
為
習
於
禮
者
︒
﹂
と
あ
り
︑
鄭
玄
の
注
に
﹁
夫
夫
︑

猶
言
此
丈
夫
也
︒﹂
と
あ
る
︒ 

源
本 

根
本
︒﹃
隋
書
﹄
音
樂
誌
上
﹁
樂
者…

…

實
升
平
之
冠
帶
︑
王
化
之
源
本
︒
﹂ 

墨
豬 

線
質
が
太
く
骨
力
の
な
い
書
︒
舊
題 

晉 

衛
鑠
﹃
筆
陣
圖
﹄﹁
善
筆
力
者
多
骨
︑
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不
善
筆
力
者
多
肉
︒
多
骨
微
肉
者
︑
謂
之
筋
書
︑
多
肉
微
骨
者
︑
謂
之
墨
豬
︒
﹂ 

  

１
３
．
再
跋
自
書
瓊
蕊
廬
帖 

辛
巳
初
一
日
︑
披
覽
是
冊
︑
忽
已
四
載
︒
苫
廬
無
佳
況
︑
墨
事
都
廢
︑
偶
披
輙
覺
稍

快
︒
然
此
予
四
十
六
歲
筆
︑
五
十
以
後
︑
更
加
淬
礪
︑
仍
安
於
斯
乎
︒
譬
之
登
山
︑
所

躋
愈
進
︑
愈
峻
以
曠
︒
已
經
崇
峯
︑
頓
俛
於
下
︒
凡
畫
以
自
足
︑
皆
為
河
伯
一
流
︒
兄

鐸
与
二
弟
鏞
︒ 

 

再
び
自
書
の
瓊
蕊
廬
帖
に
跋
す 

辛
巳
初
一
の
日
︑
是
の
冊
を
披
覽
す
︑
忽
ち
已
に
四
載
な
り
︒
苫
廬
に
佳
況
無
く
︑

墨
事
都
べ
て
廢
す
も
︑
偶
〻
披
け
ば
輙
ち
稍
や
快
た
る
を
覺
ゆ
︒
然
れ
ど
も
此
れ
予
の

四
十
六
歲
の
筆
な
り
︑
五
十
以
後
︑
更
に
淬
礪
を
加
え
れ
ば
︑
仍
ほ
斯
れ
に
安
ん
ぜ
ん

や
︒
之
を
登
山
に
譬
ふ
れ
ば
︑
躋
︵
の
ぼ
︶
る
所
愈
〻
進
め
ば
︑
愈
〻
峻
に
し
て
以
て

曠
︵
ひ
ろ
︶
し
︒
已
に
崇
峯
を
經
れ
ば
︑
頓
か
に
下
に
俛
す
︒
凡
そ
畫
︵
か
︶
ぎ
る
に

自
足
を
以
て
す
れ
ば
︑
皆
な
河
伯
一
流
為
り
︒
兄
鐸
二
弟
鏞
に
与
ふ
︒ 

 

辛
巳
︵
崇
禎
十
四
年
︵
一
六
四
一
︶︶
元
日
︑
こ
の
帖
を
広
げ
て
見
る
に
︑
あ
っ
と
い

う
間
に
四
年
も
経
過
し
て
い
た
︒
父
の
喪
中
で
興
趣
の
湧
く
状
況
で
は
な
く
︑
書
を
ま

っ
た
く
廃
し
て
い
た
が
︑偶
然
こ
の
帖
を
広
げ
て
見
れ
ば
少
し
気
持
ち
が
良
く
な
っ
た
︒

し
か
し
︑
こ
の
帖
は
私
が
四
十
六
歳
の
時
の
作
品
で
あ
る
︒
五
十
歳
以
降
︑
更
に
研
鑽

を
積
め
ば
︑
こ
の
成
果
に
安
住
で
き
よ
う
か
︒
こ
れ
を
登
山
に
喩
え
れ
ば
︑
登
れ
ば
登

る
ほ
ど
︑
山
は
ま
す
ま
す
険
し
く
な
る
が
視
界
が
広
が
る
︒
既
に
高
山
の
山
頂
に
達
す

れ
ば
︑
急
に
下
界
を
見
る
事
に
な
る
︒
そ
も
そ
も
自
分
を
限
定
し
て
自
己
満
足
の
世
界

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
︑
河
伯
と
同
様
に
自
惚
れ
た
人
に
な
っ
て
し
ま
う
︒
兄
の
王
鐸

が
弟
の
王
鏞
に
贈
る
︒ 

 

﹇
注
﹈ 

再
跋
自
書
瓊
蕊
廬
帖 

王
鐸
は
崇
禎
十
年
︵
一
六
三
七
︶
四
六
歳
の
時
に
瓊
蕊
廬
帖
を

書
き
上
げ
︑そ
の
四
年
後
の
崇
禎
十
四
年︵
一
六
四
一
︶五
十
歳
の
時
に
再
び
跋
文
を

書
い
た
︒﹁
然
此
予
四
十
六
歲
筆…

皆
為
河
伯
一
流
﹂の
部
分
に
つ
い
て
︑須
羽
は﹁
弟

の
鏞
を
戒
め
た
言
葉
を
書
い
て
い
る
﹂
と
説
明
し
︑﹁
一
般
に
書
を
学
ぶ
も
の
に
は
勤

め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
言
葉
で
あ
る
と
思
う
﹂と
見
解
を
述
べ
る
︒瓊
蕊
廬
帖
に
関
し
て

は
︑
臨
古
法
帖
後
の
注
を
参
照
︒ 

参
考
文
献 

須
羽
源
一
﹁
瓊
蕊
廬
帖
﹂
前
掲 

﹃
書
道
藝
術
﹄ 

苫
廬 

古
代
︑
親
の
喪
中
の
際
に
居
る
室
の
こ
と
︒
南
朝 

陳 

徐
陵
﹁
在
北
齊
與
宗
室

書
﹂：﹁
固
以
形
如
槁
木
︑
心
若
死
灰
︒
匍
匐
苫
廬
︑
纔
有
魂
氣
︒
﹂ 

墨
事
都
廢
︑
偶
披
輒
覺
稍
快
然 

薛
龍
春
に
よ
れ
ば
︑
王
鐸
は
︑
前
年
の
九
月
二
十
二

日
に
南
京
礼
部
尚
書
を
受
任
し
た
が
︑
十
一
月
二
十
八
日
に
父
の
喪
を
聞
い
た
た
め

職
を
辞
し
て
い
た
と
す
る
︒そ
の
た
め
︑こ
の
時
に
王
鐸
は
喪
に
服
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
︑父
を
亡
く
し
て
間
も
な
い
時
期
で
あ
っ
た
め
︑王
鐸
の
心
中
は
穏
や
か

な
も
の
で
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒ 

参
考
文
献 

薛
龍
春 

前
掲
﹃
王
鐸
年
譜
長
編
﹄
第
二
冊 

淬
礪 

練
磨
す
る
こ
と
︒
宋 
蘇
軾
﹁
策
略
四
﹂：﹁
是
以
人
人
各
盡
其
材
︒
雖
不
肖
者
︑

亦
自
淬
厲
︑
而
不
至
於
怠
廢
︒
﹂ 
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曠 
ひ
ろ
い
︒
広
々
と
し
て
い
る
こ
と
︒ 

躋 
の
ぼ
る
︒
登
る
こ
と
︒ 

已
經 
す
で
に
経
過
す
る
こ
と
︒
晉 

幹
寶
﹃
搜
神
記
﹄
卷
十
五
﹁
父
母
強
逼
︑
乃
出
聘

劉
祥
︑
已
經
三
年
︑
日
夕
憶
君
︑
結
恨
致
死
︑
乖
隔
幽
途
︒
﹂ 

河
伯 

河
の
神
︒﹃
莊
子
﹄
秋
水
に
﹁
於
是
焉
︑
河
伯
欣
然
自
喜
︑
以
天
下
之
美
為
盡
在

己
︒﹂︵
そ
こ
で
河
伯
︵
河
の
神
︶
は
す
っ
か
り
喜
ん
で
︑
天
下
の
美
観
は
こ
と
ご
と
く

自
分
に
あ
る
と
か
ん
が
え…
︶と
あ
り
︑こ
こ
で
は
自
惚
れ
て
自
己
満
足
し
て
し
ま
う

人
の
喩
え
︒
現
代
語
訳
は
︑
倉
石
武
四
郎
・
関
正
郎 

訳
﹁
荘
子
﹂︵﹃
中
国
古
典
文
学

大
系 

第
四
巻
﹄
平
凡
社 1973

︶
よ
り
引
用
︒ 

一
流 

同
類
︒
晉 

葛
洪﹃
抱
朴
子
﹄窮
達﹁
或
問
一
流
之
才
而
或
窮
或
達
︑
其
故
何
也
﹂ 

二
弟
鏞 

王
鐸
の
弟
王
鏞
の
こ
と
︒
字
は
仲
和
︒ 

  

１
４
．
跋
瓊
蕊
廬
帖 

余
于
書
︑
于
詩
︑
于
文
︑
于
字
︑
沉
心
驅
＊
︑
割
情
＊
欲
︑
＊
思
跂
彼
室
奧
︑
恨
古

人
不
見
我
︒
故
＊
食
㝱
寐
以
之
︒
今
再
審
觀
︑
𡗕𡗕
覺
𪠥𪠥
所
証
︑
臸
不
知
於
堂
奧
如
何
殹
︒

歸
之
二
弟
仲
龢
︑
則
余
三
十
年
於
書
︑
於
詩
︑
於
文
︑
於
字
其
敝
精
凝
神
︑
𡗕𡗕
可
㮣
見

矣
︒
丁
丑
︒
初
伏
中
識
︒
王
鐸
︒ 

 

瓊
蕊
廬
帖
に
跋
す 

余
は
書
に
于
い
て
︑
詩
に
于
い
て
︑
文
に
于
い
て
︑
字
に
于
い
て
︑
心
を
沉
め
＊
を

驅
り
︑
情
を
割
き
欲
を
＊
ち
︑
＊
だ
彼
の
室
奧
に
跂
︵
つ
ま
だ
︶
た
ん
と
思
ふ
も
︑
古

人
の
我
に
見
︵
ま
み
︶
え
ざ
る
を
恨
む
︒
故
に
＊
食
㝱
寐
も
之
を
以
て
す
︒
今
再
び
審

觀
す
る
に
︑
𡗕𡗕
た
証
す
る
所
𪠥𪠥
る
を
覚
ゆ
る
も
︑
臸
︵
ひ
た
す
︶
ら
堂
奧
の
如
何
な
る

を
知
ら
ず
︒
之
を
二
弟
仲
龢
に
帰
す
は
︑
則
ち
余
の
三
十
年
の
書
に
於
い
て
︑
詩
に
於

い
て
︑
文
に
於
い
て
︑
字
に
於
い
て
其
の
精
を
敝
り
神
を
凝
ら
せ
る
は
︑
𡗕𡗕
た
㮣
見
す

べ
け
れ
ば
な
り
︒
丁
丑
︒
初
伏
中
に
識
す
︒
王
鐸
︒ 

 

私
は
書
︑
詩
︑
文
︑
字
に
お
い
て
︑
心
を
静
め
知
恵
を
駆
使
し
欲
情
を
断
ち
︑
た
だ

そ
の
本
質
を
望
み
見
よ
う
と
思
っ
て
い
る
が
︑
古
人
と
面
会
で
き
な
い
こ
と
を
恨
む
︒

そ
の
た
め
︑
飲
食
す
る
時
も
︑
夢
を
見
て
い
る
時
も
こ
の
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
︒
今

再
び
仔
細
に
考
え
る
に
︑
た
だ
悟
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ
る
だ
け
で
︑
相
も
変
わ

ら
ず
︑
本
質
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
を
知
ら
な
い
の
だ
︒
こ
の
帖
を
二
弟
の
王
鏞
に
贈

る
の
は
︑
私
の
三
十
年
間
の
書
︑
詩
︑
文
︑
字
に
お
い
て
︑
そ
の
精
神
を
疲
弊
さ
せ
集

中
さ
せ
て
き
た
こ
と
は
お
お
む
ね
こ
の
法
帖
に
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
︒
丁
丑
︵
崇
禎

十
年
︶︒
初
伏
中
に
書
く
︒
王
鐸
︒ 

 

﹇
注
﹈ 

跋
瓊
蕊
廬
帖 

瓊
蕊
廬
帖
の
跋
文
︒
劉
正
成
は
︑
先
に
王
鐸
が
崇
禎
十
四
年
に
書
い
た

﹁
再
跋
自
書
瓊
蕊
廬
帖
﹂を
載
せ
︑次
に
崇
禎
十
年
に
書
い
た
本
跋
文
を
載
せ
て
い
る

瓊
蕊
廬
帖
に
関
し
て
は
︑
１
．
臨
古
法
帖
後
の
注
を
参
照
︒ 

＊ 

＊
は
智
の
異
体
字
︒﹃
大
漢
和
辞
典
﹄巻
五
・
日
部
・
一
四
一
一
三
に﹁﹃
正
字
通
﹄

＊
︑
古
文
智
字
︒﹂
王
鐸
は
﹁
于
﹂
を
旁
に
置
く
︒ 

＊
欲 
＊
は
絶
の
異
体
字
︒﹃
大
漢
和
辞
典
﹄巻
四
・
日
幺
部
・
九
二
一
六
に﹁﹃
説
文
﹄

絶
︑
＊
︑
古
文
絶
︒﹂
こ
の
箇
所
に
関
し
て
︑
田
中
東
竹
︑
劉
正
成
の
二
者
は
﹁
斷
欲
﹂

と
読
み
︑
薛
龍
春
は
﹁
絶
欲
﹂
と
読
ん
で
い
る
︒
絶
欲
は
一
切
の
欲
を
断
つ
こ
と
︒ 

＊ 

＊
は
眞
の
﹁
ハ
﹂
の
部
分
が
省
略
さ
れ
た
直
の
異
体
字
︒﹃
王
鐸
字
典
﹄
の
﹁
直
﹂

の
項
目
に
収
め
ら
れ
て
い
る
︒ 
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跂 
つ
ま
だ
つ
︒
踵
を
上
げ
て
遠
く
を
見
る
こ
と
︒ 

室
奧 
室
内
の
こ
と
︒
室
奧
は
室
隩
と
も
記
さ
れ
る
︒
こ
こ
で
は
︑
本
質
の
喩
え
で
使

わ
れ
て
い
る
︒
漢 

傅
幹
﹃
王
命
敘
﹄﹁
世
祖
之
徵
符
︑
其
詳
可
聞
也
︒
其
初
育
則
靈
光

鑒
於
室
隩
︑
嘉
禾
滋
於
邑
壤
︒
﹂ 

＊
食 

＊
は
𨡳𨡳
の
﹁
几
﹂
の
部
分
が
﹁
欠
﹂
の
字
で
あ
る
飲
の
異
体
字
︒﹃
王
鐸
字
典
﹄

の
﹁
飲
﹂
の
項
目
に
収
め
ら
れ
て
い
る
︒ 

㝱
寐 

㝱
は
夢
の
異
体
字
︒
夢
寐
︒
夢
見
る
こ
と
︒﹃
後
漢
書
﹄
郎
顗
傳
﹁
此
誠
臣
顗
區

區
之
念
︑
夙
夜
夢
寐
︑
盡
心
所
計
︒﹂ 

審
觀 

仔
細
に
観
察
す
る
こ
と
︒ 

𡗕𡗕 

亦
の
異
体
字
︒ 

𪠥𪠥 

有
の
異
体
字
︒ 

臸 

あ
い
か
わ
ら
ず
︒
変
化
が
な
く
︑
同
じ
様
で
あ
る
こ
と
︒﹃
広
韻
﹄
上
平
聲
に
﹁
臸

到
也
︑
又
如
一
也
︒﹂
と
あ
る
︒ 

堂
奧 

堂
の
奥
深
い
所
︒学
問
や
美
術
等
の
奥
深
い
教
え
や
境
地
の
喩
え
︒晉·

棗
腆﹁
答

石
崇
﹂
に
﹁
窺
睹
堂
奧
︑
欽
蹈
明
規
︒﹂
と
あ
る
︒ 

殹 

音
調
を
整
え
る
助
字
︒
石
鼓
文
に
﹁
汧
殹
沔
沔
︑
烝
彼
淖
淵
︒﹂
と
あ
る
︒ 

二
弟
仲
龢 

龢
は
和
の
異
体
字
︒
王
鐸
の
弟
王
鏞
の
こ
と
︒ 

凝
神 

全
て
の
精
神
を
集
中
す
る
こ
と
︒﹃
莊
子
﹄
達
生
﹁
孔
子
顧
謂
弟
子
曰
︑
用
誌
不

分
︑
乃
凝
於
神
︑
其
痀
僂
丈
人
之
謂
乎
︒
﹂ 

㮣
見 

㮣
は
概
の
異
体
字
︒
ざ
っ
と
目
を
通
す
こ
と
︒
明 

文
徵
明
﹃
晦
庵
詩
話
﹄
敘

﹁
觀
於
文
韜
之
書
︑
可
概
見
已
︒﹂ 

初
伏 

夏
至
か
ら
数
え
た
三
番
目
の
庚
日
︒
ま
た
︑
夏
至
か
ら
数
え
た
三
番
目
の
庚
日

か
ら
︑
次
の
庚
日
ま
で
の
十
日
間
の
こ
と
︒﹃
史
記
﹄
秦
本
紀
﹁
二
年
︑
初
伏
︑
以
狗

禦
蠱
︒
﹂ 

  

１
５
．
書
峨
眉
山
紀
覽
詩
跋 

己
丑
十
月
︑
瘧
新
瘥
︑
頭
眩
暈
︑
體
猶
作
楚
︒
過
三
弟
大
隱
齋
︑
一
更
濡
墨
書
此
︒

無
善
筆
︑
炬
下
眯
瞢
︑
亦
覺
不
惡
︒
三
弟
知
書
畫
大
意
︑
不
肯
用
力
時
習
︑
然
能
知
勝

於
不
知
者
︑
遠
若
徑
庭
︑
不
可
混
而
不
辨
也
︒
書
學
當
少
年
時
恆
易
言
之
︑
迨
五
十
彌

喻
其
難
︒
蓋
書
︑
古
之
跡
易
學
︑
晉
之
神
瞠
乎
其
後
︑
逾
寫
逾
望
洋
︒
始
覺
少
年
氣
浮

心
觕
︑
不
臻
其
室
︑
故
往
往
輕
為
發
議
焉
耳
︒
精
要
難
窺
︑
外
藩
易
涉
︒
登
五
嶽
然
後

知
山
︑
浮
海
澳
然
後
知
海
︒
詩
︑
舉
業
︑
文
︑
畫
皆
然
︒
嗚
呼
︑
索
解
人
安
得
日
々
遇

之
哉
︒
王
鐸
書
於
大
隱
齋
︑
時
年
五
十
有
六
︒ 

 

峨
眉
山
紀
覽
の
詩
を
書
す
の
跋 

己
丑
十
月
︑
瘧
新
た
に
瘥
︵
い
︶
ゆ
る
も
︑
頭
眩
暈
し
︑
體
は
猶
ほ
楚
を
作
す
︒
三

弟
大
隱
齋
を
過
り
︑
一
更
に
墨
を
濡
ら
し
て
此
を
書
す
︒
善
き
筆
無
く
︑
炬
下
眯
瞢
な

る
も
︑
亦
た
惡
し
か
ら
ざ
る
を
覺
ゆ
︒
三
弟
は
書
畫
大
意
を
知
る
も
︑
力
を
用
ゐ
て
時

に
習
ふ
を
肯
ん
ぜ
ず
︑
然
れ
ど
も
能
知
は
不
知
に
勝
る
者︵
こ
と
︶︑
遠
き
こ
と
徑
庭
の

若
く
︑
混
ぜ
て
辨
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
︒
書
學
少
年
の
時
に
當
た
り
て
は
恆
に
之

を
言
ひ
易
き
も
︑
五
十
に
迨
び
て
彌
〻
其
の
難
き
を
喻
れ
り
︒
蓋
し
書
︑
古
の
跡
學
び

易
き
も
︑
晉
の
神
は
其
の
後
に
瞠
乎
た
り
て
︑
逾
〻
寫
す
れ
ば
逾
〻
望
洋
た
り
︒
始
め

て
少
年
の
氣
浮
に
し
て
心
觕
た
り
て
︑
其
の
室
に
臻
ら
ず
︑
故
に
往
往
に
し
て
軽
し
く

も
發
議
を
為
す
の
み
な
る
を
覚
ゆ
︒
精
要
は
窺
ひ
難
く
︑
外
藩
涉
り
易
し
︒
五
嶽
に
登

り
て
然
る
後
に
山
を
知
り
︑
海
澳
に
浮
か
び
然
る
後
に
海
を
知
る
︒
詩
︑
舉
業
︑
文
︑

畫
皆
な
然
り
︒
嗚
呼
︑
索
解
人
安
く
ん
ぞ
日
々
之
に
遇
ふ
を
得
ん
や
︒
王
鐸
大
隱
齋
に

書
し
︑
時
に
年
五
十
有
六
︒ 
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己
丑
︵
順
治
六
年
︵
一
六
四
九
︶︶
十
月
︑
熱
病
が
治
っ
た
ば
か
り
で
︑
ま
だ
頭
は
眩

暈
が
し
︑
体
は
依
然
と
し
て
苦
痛
を
伴
う
︒
三
弟
王
鑨
の
大
隱
齋
に
立
ち
寄
り
︑
一
更

の
時
に
筆
に
墨
を
含
ま
せ
揮
毫
し
た
︒
良
い
筆
が
無
く
︑
ま
た
蝋
燭
の
灯
り
の
も
と
で

ぼ
ん
や
り
と
し
て
よ
く
見
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
︑
こ
れ
も
悪
く
な
い
と
思
っ
た
︒

王
鑨
は
書
画
の
大
体
の
概
要
を
知
っ
て
は
い
る
が
︑
力
を
込
め
て
常
に
は
学
習
し
よ
う

と
し
な
い
︒
し
か
し
︑
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
な
い
こ
と
よ
り
優
っ
て
お
り
︑

両
者
は
遥
か
に
隔
た
っ
て
い
る
の
で
︑
両
者
を
混
ぜ
て
区
別
し
な
い
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
︒
書
学
に
関
し
て
は
︑
若
い
時
は
い
つ
も
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
簡

単
で
あ
っ
た
が
︑
五
十
歳
に
な
っ
て
ま
す
ま
す
書
学
を
語
る
難
し
さ
を
理
解
し
た
︒
そ

も
そ
も
書
は
︑
古
代
の
書
跡
は
学
び
易
い
が
︑
晋
代
の
書
家
の
神
品
は
後
ろ
で
目
を
見

張
る
ば
か
り
で
︑
臨
書
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
︑
遥
か
遠
く
を
仰
ぎ
見
る
よ
う
な
も
の
で
あ

る
︒
そ
こ
で
は
じ
め
て
︑
若
い
時
は
気
持
ち
が
浮
つ
き
心
が
粗
雑
で
書
の
奥
義
に
到
達

し
て
お
ら
ず
︑
そ
れ
故
し
ば
し
ば
書
学
に
対
し
て
軽
率
に
意
見
を
提
示
し
て
し
ま
う
の

で
あ
る
と
感
じ
た
︒
書
学
の
神
髄
を
窺
う
の
は
難
し
い
が
︑
周
辺
を
渡
り
歩
く
の
は
容

易
で
あ
る
︒
五
嶽
に
登
っ
た
後
に
山
を
知
り
︑
海
港
に
舟
を
浮
か
べ
て
後
に
海
を
知
る

の
で
あ
る
︒
詩
︑
科
挙
の
試
験
勉
強
︑
文
︑
画
の
全
て
が
そ
う
な
の
で
あ
る
︒
あ
あ
︑

東
晋
の
謝
安
の
よ
う
に
こ
の
意
義
を
よ
く
理
解
で
き
る
人
に
日
々
出
会
え
る
こ
と
な
ど

あ
り
得
な
い
の
だ
︒
王
鐸
大
隱
齋
に
て
書
す
︒
五
十
六
歳
︒ 

 

﹇
注
﹈ 

書
峨
眉
山
紀
覽
詩
跋 

こ
の
作
品
の
図
版
は
﹃
中
國
書
法
全
集 

第
六
十
二
巻 

王
鐸
﹄

に
掲
載
さ
れ
る
︒
ま
た
︑﹃
中
國
古
代
書
畫
圖
目 

九
﹄︵
文
物
出
版
社
︑
一
九
九
二
︶

に
も
図
版
が
掲
載
さ
れ
る
が
︑款
記
の﹁
王
鐸
書
於
大
隱
齋
﹂が﹁
王
鐸
書
与
大
隱
齋
﹂

と
な
っ
て
お
り
︑﹁
時
年
五
十
有
六
﹂が
書
か
れ
て
い
な
い
︒こ
の
作
品
は
︑己
丑︵
順

治
六
年
︶
十
月
に
描
か
れ
た
作
品
で
あ
り
︑
王
鐸
五
十
八
歳
の
書
で
あ
る
︒﹃
中
国
書

法
全
集
﹄
の
方
に
は
︑
巻
末
に
高
士
奇
の
跋
文
が
付
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
峨
眉
山
紀

と
は
︑
薛
龍
春
に
よ
れ
ば
︑
胡
世
安
が
編
纂
し
た
﹃
峨
眉
山
紀
﹄
の
こ
と
で
あ
る
と
い

う
︒
こ
の
跋
文
の
前
に
詩
が
十
首
揮
毫
さ
れ
て
い
る
が
︑﹃
擬
山
園
選
集
﹄
詩
集
・
五

律
巻
七
︵
國
家
圖
書
館 

古
籍
與
特
藏
文
獻
資
源
︶
を
参
照
す
る
と
︑
四
首
し
か
記
載

さ
れ
て
い
な
い
︒ 

瘧 

お
こ
り
︒
熱
病
の
一
種
︒
マ
ラ
リ
ア
︒ 

瘥 

病
気
が
治
る
こ
と
︒
癒
え
る
こ
と
︒ 

眩
暈 

目
眩
の
こ
と
︒﹃
剪
燈
餘
話
﹄賈
雲
華
還
魂
記﹁
夫
人
亦
眩
暈
思
臥
︑
乃
先
就
榻
︒

惟
娉
率
諸
婢
收
拾
器
皿
︑
鎖
閉
門
戶
︒
﹂ 

楚 

苦
痛
︒ 

三
弟 

王
鑨
の
こ
と
︒ 

一
更 

午
後
七
時
か
ら
午
後
九
時
の
こ
と
︒ 

炬
下
眯
瞢 

炬
は
松
明
︑
灯
火
︑
蝋
燭
の
こ
と
︒
眯
瞢
は
よ
く
見
え
な
い
様
︒ 

徑
庭 

二
つ
の
も
の
の
間
の
隔
た
り
の
こ
と
︒
清 

錢
謙
益 

﹁
永
豐
程
翁
七
十
壽
序
﹂

に
﹁
繇
此
觀
之
︑
太
公
之
教
其
子
︑
視
萬
石
君
豈
不
有
徑
庭
哉
︒﹂
と
あ
る
︒ 

恆 

恒
の
異
体
字
︒ 

瞠
乎
其
後 

遅
れ
を
と
り
︑
追
い
つ
け
な
い
ま
ま
後
ろ
か
ら
眺
め
る
こ
と
︒
つ
ま
り
︑

力
量
が
遠
く
及
ば
な
い
こ
と
︒﹃
莊
子
﹄
田
子
方
﹁
夫
子
棄
逸
絕
塵
；
而
︵
顏
︶
回
瞠

若
乎
後
矣
︒
﹂ 

望
洋 

遠
く
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
︒
望
羊
と
も
記
す
︒﹃
晏
子
春
秋
﹄
諫
上
六
﹁
杜
扃
望
羊

待
於
朝
︒﹂ 

觕 

あ
ら
い
こ
と
︒
大
ま
か
な
こ
と
︒ 
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室 
奥
義
︒ 

發
議 
意
見
を
述
べ
る
こ
と
︒ 

焉
耳 
感
嘆
の
語
義
の
助
字
︒ 

精
要 

神
髄
︒
南
朝 
梁 

鍾
嶸 

﹃
詩
品
﹄
卷
中
﹁
嶸
謂
約
所
著
既
多
︑
今
剪
除
淫
雜
︑

收
其
精
要
︑
允
為
中
品
之
第
矣
︒
﹂ 

外
藩 

諸
侯
の
封
ぜ
ら
れ
た
国
の
こ
と
︒﹃
晉
書
﹄
禮
誌
上
﹁
哀
帝
以
外
藩
援
立
︒
﹂ 

五
嶽 

泰
山
︑衡
山
︑華
山
︑恒
山
︑嵩
山
の
五
岳
の
こ
と
︒﹃
周
禮
﹄春
官·

大
宗
伯﹁
以

血
祭
祭
社
稷
︑
五
祀
︑
五
嶽
︒
﹂
鄭
玄
の
注
に
﹁
五
嶽
︑
東
曰
岱
宗
︑
南
曰
衡
山 

︑
西

曰
華
山 

︑
北
曰
恒
山 

︑
中
曰
嵩
高
山
︒﹂
と
あ
る
︒ 

海
澳 

海
の
水
が
陸
に
湾
入
し
て
い
る
所
で
船
が
止
め
ら
れ
る
場
所
︒ 

舉
業 

科
挙
受
験
の
た
め
の
試
験
勉
強
の
こ
と
︒
後
蜀 
何
光
遠 

﹃
鑒
誡
錄
﹄
攻
雜
詠

﹁
陳
裕
秀
才
下
第
︑
遊
蜀
︑
誓
棄
舉
業
︑
唯
事
脣
喙
︒
﹂ 

索
解
人 

意
義
を
理
解
で
き
る
人
︒
南
朝
・
宋
・
劉
義
慶
﹃
世
說
新
語·

﹄
文
學
﹁
謝
安

年
少
時
︑請
阮
光
祿
道﹃
白
馬
論
﹄︒為
論
以
示
謝
︑
於
時
謝
不
即
解
阮
語
︑
重
相
咨
盡
︑

阮
乃
嘆
曰
︑
非
但
能
言
人
不
可
得
︑
正
索
解
人
亦
不
可
得
︒
﹂ 

  

１
６
．
臨
王
徽
之
書
後 

徽
之
書
法
︑
溫
潤
緜
密
︑
有
遠
水
流
煙
之
致
︒
惜
不
多
見
︑
載
之
古
今
︑
寥
寥
數
行

耳
︒
極
力
摹
寫
︑
瞠
乎
其
後
︑
始
信
書
法
非
易
事
也
︒
丙
子
臨
於
鍾
山
借
菉
齋
中
︒
王

鐸
︒ 

 

王
徽
之
書
を
臨
す
の
後 

徽
之
の
書
法
は
︑
温
潤
緜
密
に
し
て
︑
遠
水
流
煙
の
致
有
り
︒
惜
し
む
ら
く
は
多
く

は
見
ず
︑
之
を
古
今
に
載
す
る
は
︑
寥
寥
數
行
の
み
︒
極
力
摹
寫
す
る
も
︑
其
の
後
に

瞠
乎
た
り
て
︑
始
め
て
書
法
の
易
事
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
信
ず
︒
丙
子
鍾
山
借
菉
齋
中

に
臨
す
︒
王
鐸
︒ 

 

王
徽
之
の
書
法
は
穏
や
か
で
潤
い
が
あ
り
︑
布
置
に
よ
く
注
意
が
払
わ
れ
︑
遠
く
の

川
に
霧
が
流
れ
る
よ
う
な
趣
が
あ
る
︒
残
念
な
こ
と
に
︑
王
徽
之
の
書
は
多
く
見
ら
れ

ず
︑
古
今
の
法
帖
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
僅
か
数
行
だ
け
で
あ
る
︒
力
を
尽
く
し
て
臨

書
し
た
が
︑
遠
く
及
ば
ず
︑
後
ろ
で
目
を
見
張
る
ば
か
り
で
あ
る
︒
そ
こ
で
は
じ
め
て

書
法
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
確
信
し
た
︒
丙
子
︵
崇
禎
九
年
︵
一
六
三
六
︶︶

鍾
山
の
借
菉
斎
中
で
臨
書
す
る
︒
王
鐸
︒ 

 

﹇
注
﹈ 

臨
王
徽
之
書
後 

瓊
蕊
廬
帖
記
載
の
跋
文
︒
瓊
蕊
廬
帖
に
関
し
て
は
︑
１
．
臨
古
法
帖

後
の
注
を
参
照
︒
崇
禎
九
年
︵
一
六
三
六
︶
王
鐸
は
︑
南
京
に
あ
っ
て
︑
南
京
郊
外
の

鍾
山
に
瞻
菉
軒
と
い
う
借
家
を
借
り
て
住
ん
で
い
た
︒﹁
借
菉
斎
﹂
と
い
う
書
斎
名
は

借
家
の
瞻
菉
軒
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
︒ 

王
徽
之 

生
卒
年
不
明
︒
東
晋
の
書
家
で
王
羲
之
の
実
子
︒
字
は
子
猷 

︒
官
は
黄
門
侍

郎
と
な
る
︒そ
の
書
作
品
は﹃
萬
歳
通
天
進
帖
﹄︑﹃
淳
化
閣
帖
﹄な
ど
に
収
め
ら
れ
る
︒ 

参
考
文
献 

二
玄
社
編
集
部
編 

前
掲
﹃
書
道
辞
典 

増
補
版
﹄ 

溫
潤 

穏
や
か
で
柔
ら
か
く
み
ず
み
ず
し
い
様
︒﹃
礼
記
﹄
聘
義
﹁
夫
昔
者
君
子
比
德
於

玉
焉
︑
溫
潤
而
澤
仁
也
︒
﹂ 

緜
密 

緜
は
綿
の
異
体
字
︒き
め
細
か
く
周
到
で
綿
密
で
あ
る
様
︒﹃
周
書
﹄藝
術
伝
・

姚
僧
垣
﹁
卿
用
意
綿
密
︑
乃
至
於
此
︒﹂ 
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流
煙 
ゆ
ら
ゆ
ら
流
れ
動
く
霧
の
様
子
︒ 

寥
寥 
数
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
︒唐 

權
德
輿﹁
舟
行
見
月
﹂に﹁
月
入
孤
舟
夜
半
晴
︐

寥
寥
霜
雁
兩
三
聲
︒﹂
と
あ
る
︒ 

瞠
乎
其
後 

力
量
が
遠
く
及
ば
な
い
こ
と
︒ 

  

１
７
．
贈
湯
若
望
詩
冊
跋 

書
時
︑
二
穉
子
戲
於
前
︑
嘰
啼
聲
亂
︑
遂
落
数
〻
如
龍
︑
形
︑
萬
︑
壑
等
字
︑
亦
可

噱
也
︒
書
畫
事
︑
須
深
山
中
︑
松
濤
雲
影
中
揮
灑
︑
乃
為
愉
快
︑
安
可
得
乎
︒
王
鐸
漫

識
︒ 

 

湯
若
望
に
贈
る
詩
冊
の
跋 

書
時
︑
二
穉
子
前
に
戯
れ
︑
嘰
啼
聲
亂
し
︑
遂
に
数
数
の
龍
︑
形
︑
萬
︑
壑
等
の
如

き
字
を
落
と
す
も
︑
亦
た
噱
ふ
べ
き
な
り
︒
書
畫
の
事
︑
須
ら
く
深
山
中
︑
松
濤
雲
影

中
に
揮
灑
す
べ
く
し
て
︑
乃
ち
愉
快
為
る
も
︑
安
く
ん
ぞ
得
べ
け
ん
や
︒
王
鐸
漫
り
に

識
す
︒ 

 

書
写
の
際
︑
二
人
の
子
供
が
私
の
前
で
遊
ん
で
お
り
︑
声
を
上
げ
て
泣
き
騒
が
し
い

の
で
︑
と
う
と
う
龍
︑
形
︑
萬
︑
壑
な
ど
の
数
個
の
字
を
書
き
落
と
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
は
︑
お
笑
い
ぐ
さ
で
あ
る
︒
書
画
の
事
は
︑
深
山
の
中
︑
松
風
の
音
が
し
雲
に
覆
わ

れ
た
中
で
揮
毫
す
べ
き
で
︑
そ
う
し
て
こ
そ
愉
快
で
あ
る
が
︑
今
の
私
に
は
得
ら
れ
な

い
︒
王
鐸
が
と
り
と
め
も
な
く
記
す
︒ 

 

﹇
注
﹈ 

贈
湯
若
望
詩
冊
跋 

湯
若
望
︵
一
五
九
一
～
一
六
六
六
︶
は
ジ
ｪ
ズ
イ
ｯ
ト
会
の
ド
イ

ツ
人
宣
教
師
ア
ダ
ム
＝
シ
ｬ
ｰ
ル
︵Johann Adam

 Schall von Bell

︶
の
こ
と
︒
字

は
道
元
︒
明
末
に
中
国
を
訪
れ
︑
百
三
十
七
巻
か
ら
な
る
﹃
崇
禎
暦
書
﹄
を
完
成
さ
せ

た
︒
ま
た
清
代
で
は
︑
欽
天
監
監
正
に
任
ぜ
ら
れ
た
︒
こ
の
作
品
の
図
版
は
︑﹃
王
鐸

の
書
法︻
冊
篇
︼﹄︑﹃
中
國
書
法
全
集 

第
六
一
巻 

王
鐸
﹄な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
︒ 

穉
子 

幼
い
子
供
︒﹃
史
記
﹄·屈
原
賈
生
列
傳﹁
懷
王
稚
子
子
蘭
勸
王
行
︑奈
何
絶
秦
歡
︒

懷
王
卒
行
︒﹂ 

嘰
啼 

泣
く
こ
と
︒ 

遂
落
数
〻
如
龍
︑形
︑萬
︑壑
等
字 

﹁
過
訪
道
未
湯
先
生
亭
上
登
覽
聞
海
外
諸
奇
詩
﹂

の
其
二
を
書
く
際
︑
王
鐸
は
﹁
眉
間
藥
色
三
光
納
︑
匣
里
龍
□
□
壑
寒
︒﹂
と
書
き
誤

り
︑
□
の
二
字
分
︵
形
︑
萬
︶
の
字
を
落
と
し
て
お
り
︑
其
二
の
詩
を
書
き
終
え
た
後

で
﹁
形
萬
二
字
落
﹂
と
付
記
し
て
い
る
︒
ま
た
︑﹁
即
吾
園
示
僧
﹂
の
詩
で
も
︑﹁
秋
深

花
□
知
溪
晚
︑
冬
後
鶬
鳴
覺
樹
喧
︒﹂
と
書
き
誤
り
︑
□
︵
落
︶
部
分
の
字
を
落
と
し

て
し
ま
い
︑
詩
の
最
後
に
﹁
落
〻
字
﹂
と
記
し
て
い
る
︒
そ
の
た
め
︑﹁
落
﹂
の
字
を

落
と
し
た
こ
と
も
含
め
て
︑﹁
龍
︑
形
︑
萬
︑
壑
等
﹂
と
跋
で
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒

﹁
過
訪
道
未
湯
先
生
亭
上
登
覽
聞
海
外
諸
奇
詩
﹂は
︑﹃
擬
山
園
選
集
﹄詩
集
・
巻
六
・

七
言
律
詩
︵
國
家
圖
書
館 

古
籍
與
特
藏
文
獻
資
源
︶
で
は
﹁
過
訪
西
洋
湯
子
道
登
覽

聞
海
外
諸
奇
﹂と
題
が
改
め
ら
れ
て
い
る
が
︑其
二
以
降
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
︒﹁
即

吾
園
示
僧
﹂
は
︑﹃
擬
山
園
選
集
﹄
詩
集
・
巻
二
・
七
言
律
詩
﹁
即
吾
園
示
無
我
﹂
と

題
が
改
め
ら
れ
て
い
る
︒ 

松
濤 

松
風
の
音
︒
元 

趙
孟
頫
﹃
宿
五
華
山
懷
德
清
別
業
﹄
詩
﹁
一
夜
鬆
濤
枕
上
鳴
︑

五
華
山
館
夢
頻
驚
︒﹂ 
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１
８
．
與
董
其
昌
論
書 

僕
懶
入
骨
︑
俗
事
如
𥝅𥝅
火
牛
︑
無
病
呻
吟
︒
欲
取
𥝅𥝅
斛
牀
頭
酒
︑
與
足
下
一
談
︑
恨

無
桃
花
機
縁
耳
︒
昨
彍
騎
持
此
帖
來
︑
刻
手
𪠥𪠥
訛
︑
肥
于
偏
傍
︑
装
束
美
豔
︑
王
嬙
帶

癘
︑
亦
自
可
憐
︒
書
法
𪠥𪠥
大
源
流
︑
河
之
崑
崙
︑
晉
為
一
支
︑
唐
宋
小
陂
㙴
而
已
︒
北

齊
顔
氏
訓
︑
以
巧
勞
智
憂
為
累
︑
是
誡
子
雲
揜
齊
書
︑
王
褒
辛
筆
硯
也
︒
支
江
寺
壁
内

懊
可
念
︑
疲
𪠥𪠥
用
之
精
磋
撃
于
此
︑
即
威
波
回
堕
之
鸞
︑
楷
顧
雕
陵
之
鵠
︑
何
補
于
誦

読
︒
何
補
于
事
業
哉
︒
為
覿
此
帖
︑
経
日
恜
恜
︒
僕
正
悔
罷
不
得
︒
不
然
即
六
著
二
焭
︑

猶
足
度
日
也
︒ 

 

董
其
昌
に
與
へ
て
書
を
論
ず 

僕
懶
に
し
て
入
骨
し
︑
俗
事
萬
の
火
牛
の
如
く
︑
病
無
き
も
呻
吟
す
︒
萬
斛
牀
頭
の

酒
を
取
り
て
︑
足
下
と
一
談
せ
ん
と
欲
す
る
も
︑
桃
花
の
機
縁
無
き
を
恨
む
の
み
︒
昨

彍
騎
此
の
帖
を
持
ち
來
れ
り
︑刻
手
訛
有
り
︑偏
傍
に
肥
あ
り
て
︑装
束
美
艶
な
る
も
︑

王
嬙
癘
を
帶
び
︑亦
た
自
ら
憐
れ
む
べ
し
︒書
法
に
大
源
流
有
り
て
︑河
の
崑
崙
な
り
︒

晉
は
一
支
と
為
し
︑
唐
宋
は
小
陂
㙴
ふ
の
み
︒
北
齊
の
顔
氏
訓
︑
巧
は
労
し
智
は
憂
ふ

を
以
て
累
ひ
と
為
す
︒
是
れ
子
雲
齊
書
を
揜
︵
お
ほ
︶
ひ
︑
王
褒
筆
硯
に
辛
︵
つ
ら
︶

し
を
誡
︵
い
ま
し
︶
む
る
な
り
︒
支
江
寺
壁
は
內
懊
を
念
ふ
べ
し
︒
有
用
の
精
も
て
之

を
磋
き
撃
つ
に
疲
る
︒
即
︵
た
と
︶
へ
威
波
は
墮
の
鸞
を
回
ら
せ
︑
楷
は
雕
陵
の
鵠
を

顧
み
せ
し
む
も
︑
何
ぞ
誦
読
を
補
は
ん
や
︒
何
ぞ
事
業
を
補
は
ん
や
︒
為
に
此
の
帖
を

覿
︵
み
︶
て
︑
経
日
恜
恜
す
︒
僕
正
に
悔
ゆ
る
も
罷
む
る
を
得
ず
︒
然
ら
ず
ん
ば
即
ち

六
著
二
焭
︑
猶
ほ
日
を
度
る
に
足
る
な
り
︒ 

 

私
は
怠
け
癖
が
酷
い
上
に
︑
俗
事
が
一
万
頭
の
火
牛
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
︑
病
気
を

患
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
苦
し
み
呻
い
て
い
ま
す
︒
寝
床
の
近
く
に
あ
る
万
斛
の
酒
を
取

り
︑
あ
な
た
と
一
度
話
し
合
い
た
い
も
の
で
す
が
︑
桃
花
を
肴
に
酒
を
飲
む
機
会
が
無

い
こ
と
を
恨
む
ば
か
り
で
す
︒
昨
日
︑
あ
な
た
の
使
者
が
︑
こ
の
法
帖
を
私
の
元
へ
届

け
に
来
ま
し
た
が
︑
刻
工
の
技
量
に
問
題
が
あ
り
︑
字
の
偏
旁
が
肥
え
て
お
り
︑
身
な

り
は
美
し
く
艶
や
か
で
す
が
︑
王
昭
君
が
病
を
患
っ
た
よ
う
で
︑
こ
れ
も
自
ら
愛
お
し

む
べ
き
で
し
ょ
う
︒
書
法
に
は
大
き
な
源
流
が
存
在
し
︑
黄
河
の
源
が
崑
崙
山
で
あ
る

よ
う
な
も
の
で
す
︒
晋
の
書
は
そ
の
一
つ
の
支
流
で
あ
り
︑
唐
宋
の
書
は
小
さ
な
土
手

で
覆
わ
れ
た
小
川
に
過
ぎ
ま
せ
ん
︒
北
斉
・
顔
之
推
﹃
顔
氏
家
訓
﹄
で
は
︑﹁
巧
者
は
苦

労
し
︑
智
者
は
憂
う
﹂
と
い
う
こ
と
で
︵
書
に
秀
で
た
者
は
︶
迷
惑
を
被
る
と
あ
り
ま

す
︒
こ
れ
は
蕭
子
雲
が
﹃
斉
書
﹄
で
著
し
た
自
身
の
文
才
が
自
身
の
優
れ
た
筆
跡
の
た

め
に
隠
れ
た
こ
と
︑
王
褒
が
書
に
優
れ
て
い
た
た
め
に
筆
硯
の
職
務
に
苦
労
し
た
こ
と

を
戒
め
た
も
の
で
す
︒
劉
岳
が
絵
に
巧
み
で
あ
っ
た
た
め
に
︑
支
江
の
寺
院
の
壁
に
絵

を
描
か
さ
れ
た
こ
と
で
の
心
中
の
懊
悩
は
哀
れ
で
あ
り
︑
有
用
な
精
力
を
書
画
の
技
量

を
磨
き
修
め
る
こ
と
に
費
や
す
こ
と
に
疲
れ
た
の
で
す
︒
た
と
え
威
波
の
書
は
落
下
す

る
鸞
を
廻
ら
せ
る
よ
う
に
美
し
く
︑
楷
書
は
雕
陵
に
巣
を
作
り
住
む
鵠
を
振
り
返
ら
せ

る
よ
う
に
素
晴
ら
し
く
て
も
︑
暗
誦
を
助
け
る
わ
け
で
も
な
く
︑
功
績
を
補
う
わ
け
で

も
あ
り
ま
せ
ん
︒
そ
の
た
め
私
は
こ
の
法
帖
を
見
て
終
日
恐
怖
や
不
安
を
感
じ
て
い
ま

す
︒私
は
い
ま
後
悔
し
て
い
ま
す
が
︑や
め
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
︒そ
う
で
な
け
れ
ば
︑

大
博
に
お
け
る
六
本
の
箸
︑
小
博
に
お
け
る
二
つ
の
サ
イ
コ
ロ
の
よ
う
な
賭
博
で
の
時

間
潰
し
が
な
お
日
を
送
る
の
に
値
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
︒ 

 

﹇
注
﹈ 

與
董
其
昌
論
書 
﹃
擬
山
園
選
集
﹄
文
集
︵
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
︶
巻
五
十
に

記
載
さ
れ
る
尺
牘
﹁
與
玄
宰
﹂︒ 

董
其
昌 

董
其
昌
︵
一
五
五
五-
一
六
三
六
︶︑
字
は
玄
宰
︒
元
々
は
上
海
の
人
で
あ
っ
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た
が
︑
経
済
的
問
題
か
ら
科
挙
合
格
以
前
に
籍
を
松
江
府
華
亭
県
︵
現
在
の
上
海
市
︶

に
移
し
た
︒万
暦
十
七
年
の
進
士
︒
書
画
は
︑そ
の
理
論
も
含
め
て
後
世
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
︒著
に
﹃
容
台
集
﹄﹃
画
禅
室
随
筆
﹄
が
あ
り
︑
家
刻
の
法
帖
に﹃
戯
鴻
堂
帖
﹄

が
あ
る
︒ 

参
考
文
献 

澤
田
雅
弘 

二
〇
〇
七
﹁
董
其
昌
﹂
前
掲
﹃
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
書
道
史
年
表
事
典
﹄

p.219 

𥝅𥝅 

萬
の
異
体
字
。 

𪠥𪠥 

有
の
異
体
字
。 

豔 

艶
の
異
体
字
。 

揜 

掩
の
異
体
字
。 

入
骨 

極
度
に
達
す
る
こ
と
︒
唐 

拾
得 

﹁
詩
之
十
二
﹂
に
﹁
取
債
誇
人
我
︑
論
情
入

骨
癡
︒﹂ 

火
牛 

牛
の
尾
に
火
を
付
け
て
︑
敵
陣
に
走
ら
せ
る
攻
撃
の
こ
と
︒﹃
史
記
﹄
田
單
列
傳

﹁
田
單
乃
收
城
中
得
千
餘
牛…

…

束
兵
刃
於
其
角
︑
而
灌
脂
束
葦
於
尾
︑
燒
其
端
︑
鑿

城
數
十
穴︑夜
縱
牛︑壯
士
五
千
人
隨
其
後︑牛
尾
熱︑怒
而
奔
燕
軍︑燕
軍
夜
大
驚︒﹂ 

呻
吟 

苦
し
み
呻
く
こ
と
︒﹃
呂
氏
春
秋
﹄大
樂﹁
君
臣
失
位
︑
父
子
失
處
︑
夫
婦
失
宜
︑

民
人
呻
吟
︒
﹂ 

斛 

容
量
の
単
位
︒
一
斗
の
十
倍
︒ 

 

牀
頭 

寝
台
付
近
の
こ
と
︒ 

 

彍
騎 

唐
代
の
宿
衛
兵
︒こ
こ
で
は
︑董
其
昌
が
王
鐸
の
も
と
へ
送
っ
た
使
い
を
指
す
︒ 

﹃
新
唐
書
﹄兵
志﹁
蓋
唐
有
天
下
二
百
餘
年︑
而
兵
之
大
勢
三
變︑其
始
盛
時
有
府
兵︑

府
兵
後
廢
而
為
彍
騎
︑
彍
騎
又
廢
︑
而
方
鎮
之
兵
盛
矣
︒
﹂ 

此
帖 

﹃
戯
鴻
堂
帖
﹄
の
こ
と
か
︒﹃
戯
鴻
堂
帖
﹄
に
つ
い
て
︑
中
田
氏
は
︑﹁
戯
鴻
堂

帖
は
董
其
昌
が
晋
︑
唐
︑
宋
︑
元
の
名
蹟
を
集
め
て
刻
し
た
法
帖
で
あ
る
︒ 

す
べ
て

十
六
巻
あ
る
︒﹂
と
し
︑
ま
た
﹁
内
容
は
董
其
昌
の
鑑
識
を
へ
た
法
帖
だ
け
あ
っ
て
よ

く
備
わ
り
︑か
れ
の
自
跋
も
加
え
ら
れ
て
い
て
書
学
に
益
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
︒

二
王
に
関
し
て
も
淳
化
閣
帖
な
ど
に
見
ら
れ
ぬ
名
品
を
多
く
収
録
し
て
い
る
点
が
注

目
さ
れ
る
し
︑澄
清
堂
帖
に
お
い
て
も
淳
化
に
あ
る
も
の
を
な
る
べ
く
さ
け
て
︑た
と

え
淳
化
に
あ
る
も
の
で
も
︑唐
模
本
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
名
品
を
選
ん
で
い
る
よ

う
に
お
も
わ
れ
る
な
ど
さ
す
が
に
董
其
昌
ら
し
い
鑑
識
の
す
ぐ
れ
た
編
集
法
を
し
て

い
る
︒
た
だ
︑
摹
勒
と
鐫
刻
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
︑
清
の
王
澍
に
よ
っ
て
古
今
第
一

の
悪
札
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る(

古
今
法
帖
考) 

の
は
惜
し
い
気
が
す
る
︒
し
か
し
︑

実
際
か
れ
が
み
ず
か
ら
摹
勒
し
た
の
は
汝
南
公
主
墓
誌
だ
け
で
︑出
師
表
は
文
彭
が
な

し
︑そ
の
ほ
か
は
多
く
別
人
の
手
に
な
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
︒﹂と
説
明
し
て
い
る
︒ 

参
考
文
献 

中
田
勇
次
郎 

一
九
六
〇
﹃
王
羲
之
を
中
心
と
す
る
法
帖
の
研
究
﹄
二
玄
社 

王
嬙 

王
昭
君
︑
名
は
嬙
︑
字
は
昭
君
︒
前
漢
の
元
帝
の
宮
女
︒
和
親
政
策
の
た
め
匈

奴
の
呼
韓
邪
単
于
の
も
と
へ
嫁
い
だ
︒ 

癘 

疫
病
︒
流
行
病
の
悪
病
の
こ
と
︒ 

崑
崙 

崑
崙
山
の
こ
と
︒
黄
河
の
源
と
も
さ
れ
る
︒ 

陂
㙴 

陂
は
坂
の
こ
と
︒
㙴
は
蔽
う
と
い
う
意
︒  

﹃
康
熙
字
典
﹄﹁
㙴
、
集
韻  

昌
豔
切
︐

音
襜
︒
蔽
也
︒﹂ 

北
齊
顔
氏
訓 

北
齊
の
顏
之
推
が
著
し
た
﹃
顏
氏
家
訓
﹄
の
こ
と
︒
主
な
現
代
語
訳
書

と
し
て
︑林
田
愼
之
助
﹃
顔
氏
家
訓
﹄︵
講
談
社
︑
二
〇
一
八
︶
な
ど
が
あ
る
︒
以
下
︑

﹃
顏
氏
家
訓
﹄を
引
用
す
る
に
あ
た
り
︑現
代
語
訳
は
林
田
氏
が
施
し
た
も
の
を
使
用

す
る
︒ 

以
巧
勞
智
憂
為
累 

﹃
顏
氏
家
訓
﹄
雑
芸
篇
に
﹁
夫
巧
者
勞
而
智
者
憂
︑
常
為
人
所
役
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使
︑
更
覺
為
累
︑
韋
仲
將
遺
戒
︑
深
有
以
也
︒︵
そ
も
そ
も
︑﹁
巧
者
は
︵
苦
︶
労
し
︑

智
者
は
憂
う
﹂と
い
う
と
お
り
︑あ
ま
り
書
の
上
手
で
あ
れ
ば
︑人
に
追
い
使
わ
れ
て
︑

負
担
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
︒三
国
時
代
の
魏
の
韋
誕
︵
字
は
仲
將
︶が
の
こ
し
た
戒

め
は
︑
意
味
が
深
く
︑
も
っ
と
も
で
あ
る
︒︶﹂
と
あ
る
︒ 

是
誡
子
雲
揜
齊
書 
﹃
顏
氏
家
訓
﹄
雑
芸
篇
に
﹁
蕭
子
雲
每
歎
曰
︑吾
著
齊
書
︑勒
成
一

典
︑
文
章
弘
義
︑
自
謂
可
觀
︑
唯
以
筆
跡
得
名
︑
亦
異
事
也
︒︵
蕭
子
雲
は
い
つ
も
こ

う
い
っ
て
い
た
︒﹁
わ
た
し
は
﹃
斉
書
﹄︵﹃
晋
書
﹄
の
間
違
い
か
︶
と
い
う
史
書
を
著

わ
し
た
︒そ
の
文
章
も
内
容
も
相
当
の
出
来
栄
え
で
あ
る
と
み
て
き
た
が
︑た
だ
筆
跡

が
上
手
い
と
い
う
こ
と
で
有
名
に
な
っ
た
︒な
ん
と
も
異
な
こ
と
だ
﹂と
︒︶﹂と
あ
る
︒ 

王
褒
辛
筆
硯
也 

﹃
顏
氏
家
訓
﹄
雑
芸
篇
に
﹁
王
褒
地
冑
清
華
︑
才
學
優
敏
︑
後
雖
入

關
︑
亦
被
禮
遇
︒
猶
以
書
工
︑
崎
嶇
碑
碣
之
間
︑
辛
苦
筆
硯
之
役
︑
嘗
悔
恨
曰
︑
假
使

吾
不
知
書
︑
可
不
至
今
日
邪
︒︵
王
褒
は
︑
高
貴
な
名
門
豪
族
の
出
身
で
︑
学
識
︑
才

能
に
優
れ
て
い
た
︒南
朝
梁
の
江
陵
が
滅
ん
だ
後
に
︑関
中
に
入
っ
て
北
周
に
仕
え
た

が
︑
そ
こ
で
も
礼
遇
さ
れ
た
︒
け
れ
ど
も
︑
書
に
巧
み
で
あ
っ
た
ば
っ
か
り
に
︑
石
碑

の
間
に
立
っ
た
り
坐
っ
た
り
し
て
︑筆
硯
の
仕
事
に
苦
労
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
︒

そ
れ
で
︑
彼
は
こ
う
い
っ
て
後
悔
し
た
も
の
だ
︒﹁
も
し
わ
た
し
が
書
道
の
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
︑今
日
の
よ
う
な
目
に
遭
わ
な
い
で
す
ん
だ
で
あ
ろ
う
に
﹂と
︒︶﹂

と
あ
る
︒ 

支
江
寺
壁
内
懊
可
念 

﹃
顏
氏
家
訓
﹄
雑
芸
篇
に﹁
彭
城
劉
岳
︑
橐
之
子
也
︑
仕
為
驃
騎

府
管
記
︑
平
氏
縣
令
︑
才
學
快
士
︑
而
畫
絕
倫
︒
後
隨
武
陵
王
入
蜀
︑
下
牢
之
敗
︑
遂

為
陸
護
軍
畫
支
江
寺
壁
︑
與
諸
工
巧
雜
處
︒︵
ま
た
彭
城
の
劉
岳
は
︑
橐
の
息
子
で
あ

り
︑
出
仕
し
て
驃
騎
府
管
記
と
な
り
︑の
ち
に
知
事
職
の
平
氏
県
令
と
な
っ
た
︒
彼
は

才
学
の
あ
る
快
男
子
で
あ
り
︑し
か
も
︑
彼
の
絵
画
は
絶
妙
で
あ
っ
た
︒
の
ち
に
武
陵

王
に
従
っ
て
蜀
の
国
に
入
っ
た
が
︑王
の
軍
が
下
牢
の
地
で
戦
さ
に
敗
北
す
る
と
︑彼

は
北
斉
の
護
軍
将
軍
陸
法
和
に
支
江
の
寺
院
の
壁
に
絵
を
か
か
さ
れ
る
破
目
と
な
り
︑

職
人
と
一
緒
に
壁
画
の
仕
事
に
従
事
し
た
︒︶﹂
と
あ
る
︒ 

即
威
波
回
堕
之
鸞
︑
楷
顧
雕
陵
之
鵠 

梁
の
庾
肩
吾
﹃
書
品
﹄
に
﹁
波
回
墮
鏡
之
鸞
︐
楷

顧
雕
陵
之
鵲
﹂
と
い
う
一
節
が
あ
る
︒
興
膳
宏 

譯
﹁
書
品 

梁
・
庾
肩
吾
﹂︵﹃
中
国
書

論
大
系 

第
一
巻
﹄ 

所
収
︑
二
玄
社
︑
一
九
七
八
︶
が
あ
る
︒
興
膳
氏
は
﹁
波
回
墮
鏡

之
鸞
︐楷
顧
雕
陵
之
鵲
﹂を
︑﹁
波
の
書︵
偃
波
篆
？
︶は
鏡
に
落
ち
る
鸞
を
廻
ら
せ
︑

楷
書
は
雕
陵
に
巣
く
う
鵲
を
ふ
り
か
え
ら
せ
る
﹂
と
訳
し
て
い
る
︒
興
膳
氏
の
注
で
︑

﹁
波
回
墮
鏡
之
鸞
﹂
に
つ
い
て
︑﹁
庾
肩
吾
は
こ
の
話
を
単
に
美
文
の
レ
ト
リ
ｯ
ク
と

し
て
用
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
︑要
は
偃
波
篆
の
趣
き
が
鸞
の
舞
う
姿
を
思
わ
せ
る
と

い
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
︒﹂
と
説
明
し
て
い
る
︒ 

ま
た
︑﹁
楷
顧
雕
陵
之
鵲
﹂
に
つ

い
て
は
︑﹁
波
回
墮
鏡
之
鸞
﹂
と
同
じ
く
︑
美
文
の
機
知
的
な
技
巧
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
だ
け
で
︑
さ
し
た
る
深
い
意
味
は
な
い
と
説
明
し
て
い
る
︒ 

誦
読 

暗
記
暗
誦
す
る
こ
と
︒ 

覿 

み
る
︒
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
︒ 

恜
恜 

心
配
で
怯
え
る
様
︒﹃
顏
氏
家
訓
﹄
雑
芸
篇
に
﹁
卜
得
惡
卦
︑
反
令
恜
恜
︑
此
之

謂
乎
︒︵
占
っ
た
結
果
︑
悪
い
卦
が
出
る
と
︑
か
え
っ
て
お
じ
け
づ
い
た
気
持
ち
に
な

っ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
︒︶﹂
と
あ
る
︒ 

六
著
二
焭 

﹃
顏
氏
家
訓
﹄
雑
芸
篇
に
﹁
古
為
大
博
則
六
箸
︑
小
博
則
二
焭
︑
今
無
曉

者
︒︵
と
こ
ろ
で
︑昔
は
大
博
に
は
六
本
の
箸︵
数
さ
し
︶︑小
博
に
は
︑二
つ
の
焭︵
投

子
︶を
使
っ
た
と
あ
る
が
︑今
そ
の
や
り
方
を
知
っ
て
い
る
者
は
い
な
い
︒︶﹂と
あ
る
︒ 

度
日 

困
難
な
状
況
の
日
々
を
過
ご
す
こ
と
︒﹃
晉
書
﹄
沮
渠
蒙
遜
載
記
﹁
人
無
勸
競
之

心
︑
苟
為
度
日
之
事
︒
﹂ 
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１
９
．
草
書
頌 

草
書
之
始
︑
本
篆
所
為
︒
鳥
跡
穗
𤊱𤊱
︑
施
張
𪠥𪠥
宜
︒
簡
安
飛
揚
︑
規
動
𥝅𥝅
隨
︒
握
固

㴱
柢
︑
寧
極
劃
劙
︒
左
之
勿
疎
︑
右
焉
勿
卑
︒
縮
於
內
轂
︑
馳
驟
鬱
紆
︒
間
演
隸
波
︑

元
气
周
囘
︒
迅
發
機
赴
︑
絕
無
閃
揄
︒
高
望
崎
嶽
︑
垂
抱
龍
珠
︒
擴
於
鸞
折
︑
睽
㠯
虵

瞿
︒
似
譎
仍
正
︑
疑
傾
終
夷
︒
將
犇
姑
畱
︑
𪐴𪐴
𪐴𪐴
難
尼
︒
獅
㖃
猊
怒
︑
頓
挫
于
諸
︒
密

闊
有
位
︑
部
厥
抪
師
︒
縱
橫
顯
伏
︑
斷
絕
屹
＊
︒
亂
怫
勾
連
︑
制
勝
扼
欹
︒
勿
魔
勿
癖
︑

緣
㠊
臨
危
︒
尋
測
無
端
︑
妙
寓
茈
虒
︒
斂
魄
歸
寂
︑
包
元
一
之
︒
張
芝
羲
獻
︑
餘
剷
邪

枝
︒
考
古
工
㴱
︑
襲
取
蹈
𧫠𧫠
︒
骨
脉
凝
神
︑
妍
皮
罔
臻
︒
達
㠯
天
機
︑
灋
忘
𠂠𠂠
灋
︒
庶

無
夸
毘
︑
匆
匆
奚
暇
︒
精
味
椒
糈
︑
勿
曰
幻
化
︒
□
□
□
□
︑
空
懣
五
悲
︒
霧
合
星
開
︑

地
乳
天
眉
︒
冥
賞
神
合
︑
略
毛
駵
驪
︒
大
哉
斯
道
︑
孕
實
毋
虛
︒
怡
此
皓
𩠐𩠐
︑
輙
與
松

期
︒
解
者
熟
後
︑
靈
通
經
奇
︒
浩
唱
舉
槩
︑
幽
奧
難
知
︒ 

 

草
書
頌 

草
書
の
始
め
は
︑
篆
に
本
づ
き
為
す
所
な
り
︒
鳥
跡
穗
𤊱𤊱
︑
施
張
に
宜
𪠥𪠥
り
︒
簡
安

飛
揚
し
て
︐
規
動
き
𥝅𥝅
に
隨
ふ
︒
㴱
柢
を
握
固
す
れ
ば
︑
寧
ぞ
劃
劙
を
極
め
ん
︒
之
を

左
に
す
る
も
疎
︵
お
ろ
そ
︶
か
に
す
る
勿
れ
︑
焉
を
右
に
す
る
も
卑
︵
い
や
し
︶
く
す

る
勿
れ
︒
内
轂
に
縮
め
︑
馳
驟
す
る
も
鬱
紆
す
︒
間
に
隸
波
を
演
︵
の
︶
べ
︑
元
氣
周

囘
す
︒
迅
︵
は
や
︶
く
發
す
れ
ば
機
赴
き
︑
閃
︵
ひ
ら
め
︶
き
揄
︵
ひ
︶
く
こ
と
絕
え

て
無
し
︒
高
く
崎
嶽
を
望
む
が
ご
と
く
︑
垂
れ
て
は
龍
珠
を
抱
︵
い
だ
︶
く
が
ご
と
か

れ
︒
鸞
の
折
れ
る
が
ご
と
く
擴
︵
ひ
ろ
︶
げ
︑
睽
︵
そ
む
︶
く
に
虵
瞿
︵
お
そ
︶
る
を

以
て
せ
よ
︒
譎
︵
い
つ
は
り
︶
に
似
る
も
仍
ほ
正
し
く
︑
傾
く
る
か
と
疑
ふ
も
終
に
夷

︵
た
い
︶
ら
か
な
り
︒
將
に
犇
︵
は
し
︶
ら
ん
と
し
て
姑
︵
し
ば
ら
︶
く
畱
む
る
も
︑

𪐴𪐴
𪐴𪐴
尼
︵
と
ど
︶
め
難
し
︒
獅
㖃
し
猊
怒
︵
い
か
︶
る
も
︑
諸
︵
こ
れ
︶
に
頓
挫
す
︒

密
闊
の
位
有
り
て
︑
厥
︵
か
︶
の
師
を
抪
︵
ち
︶
ら
す
を
部
︵
す
︶
ぶ
る
が
ご
と
し
︒

縱
橫
に
顯
伏
す
る
も
︑
斷
絕
し
屹
＊
せ
よ
︒
亂
︵
み
だ
︶
れ
怫
︵
も
と
︶
る
も
勾
連
す

れ
ば
︑
制
勝
し
欹
︵
か
た
む
︶
き
を
扼
︵
つ
か
︶
む
︒
魔
す
る
こ
と
勿
れ
癖
す
る
こ
と

勿
れ
︑
墟
に
緣
り
て
危
に
臨
む
な
り
︒
尋
測
す
る
も
端
無
く
︑
妙
は
茈
虒
に
寓
す
︒
魄

を
斂
︵
お
さ
︶
め
歸
寂
し
︑
元
を
包
み
之
を
一
に
せ
よ
︒
張
芝
羲
獻
︑
餘
は
邪
枝
を
剷

︵
け
ず
︶
れ
︒
古
を
考
ふ
れ
ば
工
︵
た
く
み
︶
に
し
て
㴱
く
︑
襲
取
し
𧫠𧫠
を
蹈
め
︒
骨

脈
に
神
を
凝
ら
し
︑
妍
皮
に
臻
︵
い
た
︶
る
罔
︵
な
︶
か
れ
︒
達
す
る
に
天
機
を
㠯
て

し
︑
灋
︵
の
っ
と
︶
る
も
灋
る
を
忘
れ
よ
︒
庶
は
く
は
夸
毘
す
る
こ
と
無
か
れ
︑
匆
匆

に
し
て
奚
︵
な
ん
︶
ぞ
暇
︵
い
と
ま
︶
あ
ら
ん
や
︒
精
し
く
椒
糈
を
味
︵
あ
ぢ
︶
は
ひ
︑

幻
化
を
曰
ふ
こ
と
勿
れ
︒
□
□
□
□
︑
空
し
く
五
悲
に
懣
︵
も
だ
︶
ゆ
︒
霧
合
さ
り
星

開
き
︑地
に
乳
な
が
れ
天
に
眉
ひ
ら
く
︒冥
賞
神
合
し
︑略
ぼ
駵
驪
を
毛︵
み
わ
︶く
︒

大
な
る
か
な
斯
の
道
や
︑
實
を
孕
み
虛
た
る
こ
と
毋
︵
な
︶
し
︒
此
の
皓
𩠐𩠐
の
輙
り
に

松
と
與
に
期
す
こ
と
を
怡
ぶ
︒
解
す
る
者
は
後
に
熟
し
︑
經
奇
に
靈
通
す
︒
浩
唱
し
槩

を
舉
︵
あ
︶
ぐ
る
も
︑
幽
奧
に
し
て
知
り
難
し
︒ 

 

草
書
の
起
源
は
︑
篆
書
に
基
づ
い
て
い
る
︒
篆
書
の
前
身
の
鳥
書
・
八
穂
書
は
布
置

の
展
開
に
合
理
性
が
あ
る
︒
草
書
は
簡
潔
で
自
由
自
在
な
書
体
で
あ
る
の
で
︑
規
範
は

固
定
化
せ
ず
多
様
に
変
化
す
る
︒
草
書
の
本
質
を
把
握
す
れ
ば
︑
暗
雲
を
掻
き
分
け
日

月
を
見
出
す
よ
う
な
必
要
は
な
い
︒
規
範
と
食
い
違
っ
て
も
規
範
を
お
ろ
そ
か
に
し
て

は
な
ら
ず
︑
規
範
を
重
視
し
て
も
規
範
に
対
し
て
卑
屈
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
︒ 

中
心
に
向
か
っ
て
力
を
集
中
し
︑
勢
い
よ
く
筆
を
進
め
る
時
も
慎
重
に
す
る
︒
時
に

隷
書
の
波
磔
の
筆
意
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
で
︑
字
に
活
気
が
め
ぐ
る
︒
筆
遣
い
を
速
く

す
れ
ば
イ
ン
ス
ピ
レ
ｰ
シ
ｮ
ン
が
湧
き
出
て
︑
そ
れ
が
さ
っ
と
撤
退
す
る
こ
と
は
決
し

て
な
い
︒
高
く
険
し
い
山
を
仰
ぎ
見
る
よ
う
に
目
標
を
高
く
設
定
し
︑
龍
珠
を
抱
く
よ

う
に
慎
重
に
筆
を
進
め
よ
︒
引
き
延
ば
す
筆
勢
で
は
鸞
が
反
転
す
る
か
の
よ
う
に
し
︑
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返
し
の
筆
勢
で
は
蛇
が
恐
れ
て
と
ぐ
ろ
を
巻
く
よ
う
に
せ
よ
︒ 

変
わ
っ
た
字
形
の
よ
う
で
は
あ
る
が
や
は
り
正
し
い
字
形
で
あ
っ
た
り
︑
字
が
傾
い

て
い
る
の
で
は
と
疑
う
が
結
局
は
大
丈
夫
で
あ
っ
た
り
す
る
︒
勢
い
よ
く
筆
を
走
ら
せ

よ
う
と
し
て
一
時
筆
を
止
め
る
が
︑
草
書
の
筆
勢
を
止
め
る
こ
と
は
難
し
い
︒ 

獅
子
が
大
き
な
声
を
あ
げ
て
怒
る
よ
う
な
爆
発
し
た
感
情
に
任
せ
て
し
ま
う
と
︑
書

の
勢
い
が
挫
か
れ
て
し
ま
う
︒ 

文
字
の
疎
密
に
は
一
定
の
基
準
が
存
在
し
︑
軍
隊
の
部
隊
の
展
開
を
統
括
す
る
よ
う

な
も
の
で
あ
る
︒
筆
意
は
奔
放
自
在
で
顕
在
化
す
る
こ
と
も
あ
り
伏
在
す
る
こ
と
も
あ

る
が
︑
筆
意
が
途
絶
え
る
と
こ
ろ
で
は
高
山
が
屹
立
す
る
よ
う
に
動
揺
す
る
こ
と
な
く

収
束
さ
せ
よ
︒
個
々
の
字
体
が
乱
れ
正
し
い
字
体
か
ら
外
れ
て
も
︑
連
綿
さ
せ
る
こ
と

で
成
功
へ
と
導
き
傾
き
を
補
正
で
き
る
︒
魅
入
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
︑
耽
溺
し
て
は
な

ら
な
い
︑
そ
れ
は
廃
墟
に
立
て
こ
も
っ
て
危
機
に
直
面
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒
探

究
し
て
も
特
に
根
拠
が
見
出
せ
な
い
が
︑草
書
の
素
晴
ら
し
さ
は
そ
の
不
揃
い
に
あ
る
︒

心
を
集
中
さ
せ
悟
り
の
境
地
に
到
達
し
︑
世
界
の
根
源
を
包
み
込
み
そ
れ
と
一
体
化
せ

よ
︒
張
芝
︑
王
羲
之
︑
王
献
之
を
基
本
と
し
︑
他
の
書
家
は
不
要
な
枝
の
ご
と
く
刈
り

取
れ
︒
古
人
の
書
法
を
研
究
す
れ
ば
巧
み
さ
は
奥
深
さ
を
加
え
︑
張
芝
︑
王
羲
之
︑
王

献
之
を
踏
襲
し
て
基
本
を
踏
ま
え
よ
︒ 

字
の
骨
力
に
精
神
を
集
中
し
︑
そ
の
表
面
的
な
美
し
さ
を
追
求
し
て
は
な
ら
な
い
︒ 

天
賦
の
才
を
発
揮
し
て
目
標
を
め
ざ
し
︑
張
芝
︑
王
羲
之
︑
王
献
之
を
規
範
と
す
る

が
規
範
を
忘
れ
て
し
ま
え
︒
規
範
に
媚
び
諂
わ
な
い
こ
と
を
願
う
が
︑
実
は
慌
し
く
そ

の
よ
う
な
暇
な
ど
な
い
の
で
あ
る
︒
詳
ら
か
に
山
椒
の
実
と
精
米
を
味
わ
う
よ
う
に
書

の
細
部
の
隅
々
ま
で
深
く
感
じ
取
り
︑
幻
化
と
い
う
抽
象
的
な
見
方
で
書
を
考
え
て
は

い
け
な
い
︒ 

□
□
□
□
︑私
は
盧
照
鄰
と
同
じ
く
五
つ
の
悲
し
み
を
思
い
煩
っ
て
い
た
︒し
か
し
︑

霧
が
収
束
し
星
が
現
れ
︑
天
地
が
喜
び
を
示
し
た
︒
神
秘
的
な
境
地
に
到
達
し
︑
ほ
ぼ

優
れ
た
馬
の
毛
並
み
を
見
分
け
る
よ
う
に
書
の
良
否
が
判
別
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
︒ 

書
の
道
は
な
ん
と
偉
大
で
あ
る
こ
と
か
︒
実
体
を
生
み
出
し
続
け
尽
き
る
こ
と
が
な

い
︒ 白

髪
頭
の
私
が
万
年
の
寿
命
を
持
つ
松
と
契
り
を
交
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
喜

ぶ
︒
書
の
本
質
を
理
解
す
る
者
は
年
老
い
て
か
ら
成
熟
し
︑
不
思
議
な
力
で
常
な
る
道

と
変
則
に
通
暁
す
る
の
で
あ
る
︒
こ
の
頌
︵
ほ
め
う
た
︶
を
作
り
歌
い
上
げ
︑
真
理
の

概
略
を
述
べ
る
が
︑
書
の
道
は
隠
微
で
奥
深
く
理
解
し
難
い
も
の
な
の
で
あ
る
︒ 

 

﹇
注
﹈ 

草
書
頌 

﹃
擬
山
園
選
集
﹄
文
集
・
巻
十
六
に
収
録
︒
白
謙
慎
に
よ
れ
ば
︑
こ
の
草
書

頌
は
一
行
脱
落
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
︒﹁
草
書
頌
﹂に
関
す
る
先
行
研
究

を
参
照
す
る
と
︑
白
謙
慎
は
﹁
略
毛
駵
驪
︑
大
哉
斯
道
︑孕
實
毋
虛
︒﹂と
読
み
︑﹃
擬

山
園
選
集
・
文
集
﹄︵
河
南
人
民
出
版
社
︑
二
〇
一
三
︶
で
は
︑﹁
靈
通
經
奇
︑
浩
唱

舉
概
︑
幽
奧
難
知
︒﹂
と
読
み
︑
劉
正
成
は
﹁
考
古
工
深
︑
襲
取
蹈
諆
︑
骨
脈
凝
神
︑

妍
皮
罔
臻
︑達
以
天
機
︒﹂と
読
ん
で
い
る
︒こ
こ
で
は
押
韻
に
従
っ
て﹁
□
□
□
□
︑

空
懣
五
悲
︒
霧
合
星
開
︑
地
乳
天
眉
︒﹂
と
す
る
︒
本
作
品
は
押
韻
に
よ
っ
て
全
体
が

一
〇
の
段
落
に
分
か
れ
る
︒
訳
文
は
段
落
ご
と
に
改
行
し
た
︒
第
一
段
落
は
上
平
四

支
︵
為
︑
宜
︑
隨
︑
劙
︑
卑
︶︒
第
二
段
落
は
上
平
七
虞
︵
紆
︑
揄
︑
珠
︑
瞿
︶︑
回

は
上
平
十
灰
で
例
外
︒
第
三
段
落
は
上
平
四
支
︵
夷
︑
尼
︶︒
第
四
段
落
は
上
平
六
魚

︵
諸
︶︒
第
五
段
落
は
上
平
四
支
︵
師
︑
欹
︑
危
︑
虒
︑
之
︑
枝
︑
𧫠𧫠
︶︑
＊
は
不
明
︒

第
六
段
落
は
上
平
十
一
真
︵
神
︑
臻
︶︒
第
七
段
落
は
去
声
二
十
二
禡
︵
暇
︑
化
︶︑

入
声
﹁
法
﹂
は
例
外
で
︑
入
声
の
消
滅
し
た
北
方
官
話
に
よ
る
か
︒
第
八
段
落
は
上

平
四
支
︵
悲
︑
眉
︑
支
︶︒
第
九
段
落
は
上
平
六
魚
︵
虛
︶︒
第
十
段
落
は
上
平
四
支
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︵
期
︑
奇
︑
知
︶︒ 

参
考
文
献 

Bai Q
ianshen (2003) Fu Shan's W

orld; The Transform
ation of Chinese 

Calligraphy in the Seventeenth Century. (

白
謙
慎  

孫
靜
如
・
張
佳
傑
︵
譯
︶

︵2006

︶﹃
傅
山
的
世
界：17

世
紀
中
國
書
法
的
嬗
變︵
中
譯
增
訂
版
︶﹄新
華
書
店
︶ 

𤊱𤊱 

象
の
異
体
字
。 

𪠥𪠥 

有
の
異
体
字
。 

𥝅𥝅 

萬
の
異
体
字
。 

㴱 

深
の
異
体
字 

囘 

回
の
旧
字
。 

㠯 

以
の
異
体
字
。 

畱 

留
の
旧
字
。 

㠊 

墟
の
異
体
字
。 

脉 

脈
の
異
体
字
。 

灋 

法
の
異
体
字
。 

𠂠𠂠 

乎
の
異
体
字
。 

𩠐𩠐 

首
の
異
体
字
。 

槩 

概
の
異
体
字
。 

鳥
跡
穗
𤊱𤊱 

唐
の
韋
續
﹃
墨
藪
﹄
五
十
六
書
第
一
に
﹁
二
炎
帝
神
農
氏
因
上
黨
羊
頭
山

始
生
嘉
禾
八
穗
︑
作
八
穗
書
︑
用
頒
行
時
令
︒ 

三
黃
帝
史
蒼
頡
寫
鳥
跡
為
文
︑
作
篆

書
︒
﹂
の
記
述
が
あ
り
︑
鳥
跡
は
鳥
書
の
こ
と
︑
穗
象
は
八
穗
書
の
こ
と
︒
つ
ま
り
︑

王
鐸
は
八
穗
書
・
鳥
書
の
流
れ
を
経
て
篆
書
が
発
生
し
︑後
に
草
書
が
生
ま
れ
た
と
捉

え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
︒ 

施
張 

実
施
す
る
こ
と
︒﹃
後
漢
書
﹄濟
南
王
劉
康
傳﹁
大
王
以
骨
肉
之
親
︑享
食
茅
土
︑

當
施
張
政
令
︑
明
其
典
法
︑
出
入
進
止
︑
宜
有
期
度
︑
輿
馬
臺
隸
︑
應
為
科
品
︒﹂ 

簡
安 

簡
単
で
安
易
な
こ
と
︒ 

飛
揚 

勝
手
気
ま
ま
で
あ
る
こ
と
︒ 

﹃
莊
子
﹄
天
地
﹁
趣
舍
滑
心
︑
使
性
飛
揚
︒
﹂ 

握
固 

し
っ
か
り
握
り
固
め
る
こ
と
︒﹃
老
子
﹄﹁
骨
弱
筋
柔
而
握
固
︒﹂ 

柢 

柢
は
基
本
・
基
礎
の
こ
と
︒ 

劃
劙 

割
い
て
分
け
る
こ
と
︒唐 

韓
愈﹁
潮
州
祭
神
文
﹂に﹁
劃
劙
雲
陰
︑卷
月
日
也
︒﹂

と
あ
る
︒ 

內
轂 

内
側
の
こ
し
き
︒
轂
は
︑
車
輪
の
輻
が
集
ま
る
中
央
部
分
の
こ
と
︒
道
德
真
經

注
﹁
輻
︑
外
也
︒
轂
︑
內
也
︒
內
轂
空
︑
故
外
輻
湊
之
︒
﹂ 

馳
驟 

馬
に
乗
っ
て
駆
け
る
こ
と
︒﹃
韓
非
子
﹄·

外
儲
說
右
下﹁
造
父
禦
四
馬
︑
馳
驟
周

旋
︑
而
恣
欲
於
馬
︒
﹂ 

鬱
紆 

憂
慮
し
︑
考
え
が
ぐ
る
ぐ
る
巡
る
様
︒﹃
文
選
﹄
曹
植
・
贈
白
馬
王
彪
詩
﹁
鬱
紆

將
何
念
︑
親
愛
在
離
居
︒﹂
李
周
翰
の
注
に
﹁
鬱
紆
︑
愁
思
繁
也
︒﹂
と
あ
る
︒ 

隸
波 

隷
書
に
お
け
る
波
磔
の
こ
と
︒
こ
こ
で
は
章
草
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
︒
章
草
の
特
徴
と
し
て
︑
西
林
は
﹁
草
書
に
捷
書
き
す
る
も
の
の
︑
一
字
一
字
が

独
立
し
︑
し
か
も
終
画
に
波
磔
の
形
勢
を
そ
な
え
た
様
式
﹂
と
説
明
し
て
い
る
︒ 

参
考
文
献 

西
林
昭
一 

二
〇
〇
七 

﹁
草
書
﹂ 

前
掲
﹃
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
書
道
史
年
表
事
典
﹄

pp.102-103 

元
气 

万
物
を
生
み
出
す
根
本
の
こ
と
︒﹃
後
漢
書
﹄·

趙
諮
傳
﹁
夫
亡
者
︑
元
氣
去
體
︑

貞
魂
遊
散
︑
反
素
復
始
︑
歸
於
無
端
︒
﹂ 

周
囘 

巡
る
こ
と
︒﹃
魏
書
﹄藝
術
傳·

張
淵﹁
園
苑
周
回
以
曲
列
︑倉
廩
區
別
而
殊
形
︒﹂ 

崎
嶽 

険
し
い
高
山
の
こ
と
︒ 
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龍
珠 
貴
重
な
宝
珠
の
こ
と
︒
龍
の
顎
下
や
龍
の
口
か
ら
得
ら
れ
た
と
伝
わ
っ
た
こ
と

か
ら
︑
そ
の
名
が
つ
い
た
︒
南
朝 

梁 

任
昉
﹃
述
異
記
﹄
卷
上
﹁
凡
珠
有
龍
珠
︑
龍
所

吐
者…

…
 

越
人
諺
云
︑
種
千
畝
木
奴
︑
不
如
一
龍
珠
︒﹂ 

睽 

そ
む
く
︒ 

虵 

蛇
の
こ
と
︒ 

譎 

普
通
と
は
違
う
こ
と
︒ 

犇 

は
し
る
︒﹁
奔
﹂
に
通
ず
る
︒ 

𪐴𪐴
𪐴𪐴 

﹃
康
熙
字
典
﹄
黒
部
に
﹁
𪐴𪐴
：
廣
韻  

知
庾
切
︐
音
拄
︒
有
所
絕
止
丶
而
識
之
︐

謂
之
𪐴𪐴
點
︒
亦
音
主
︒
衞
常
書
勢  

𪑜𪑜
𪑜𪑜
︐
點
𪑮𪑮
︒
﹂﹁
𪑮𪑮
：
集
韻  

乃
玷
切
︐
音
淰
︒

點
𪑮𪑮
︐
草
書
勢
也
︒﹂ 

尼 

と
ど
め
る
︒
阻
止
す
る
︑
阻
む
こ
と
︒ 

獅
㖃
猊
怒 

㖃
は
大
い
に
怒
る
声
の
こ
と
︒
猊
は
獅
子
の
こ
と
︒ 

密
闊 

闊
は
面
積
が
大
き
い
こ
と
︒
故
に
︑
密
闊
は
疎
密
の
意
︒ 

厥 

そ
の
︒ 

抪 

ち
る
︒
広
が
る
こ
と
︒ 

屹
＊ 

＊
の
字
は﹃
大
漢
和
辞
典
﹄﹃
漢
語
大
字
典
﹄に
記
載
が
な
い
︒偏
の
部
分
が
山
︑

旁
の
部
分
が
里
と
い
う
漢
字
︒
劉
正
成
は
﹁
屹
立
﹂
と
解
釈
し
て
い
る
︒ 

亂
怫
勾
連 

亂
怫
は
乱
れ
て
怒
る
こ
と
︒
勾
連
は
気
脈
に
通
じ
る
こ
と
︒ 

制
勝 

制
圧
し
て
勝
利
す
る
こ
と
︒﹃
孫
子
﹄·

虛
實
﹁
人
皆
知
我
所
以
勝
之
形
︑
而
莫
知

吾
所
以
制
勝
之
形
︒
﹂ 

扼
欹 

傾
き
が
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
掴
む
こ
と
︒漢
・
揚
雄﹃
法
言
﹄重
黎﹁
或
問
︑

持
滿
︒
曰
︑
扼
欹
︒﹂ 

勿
魔
勿
癖 

魔
は
︑
一
つ
の
こ
と
に
熱
中
し
て
本
性
を
見
失
う
こ
と
︒
癖
は
︑
く
せ
︒ 

墟 

大
き
な
丘
の
こ
と
︒ 

尋
測 

探
り
推
量
す
る
こ
と
︒ 

無
端 

起
点
が
な
い
こ
と
︒﹃
管
子
﹄·

幼
官
﹁
始
乎
無
端
︑
卒
乎
無
窮
︑
始
乎
無
端
︑
道

也
︑
卒
乎
無
窮
︑
德
也
︒
﹂ 

茈
虒 

不
揃
い
な
こ
と
︒﹃
史
記
﹄·司
馬
相
如
列
傳
﹁
柴
池
茈
虒
︑
旋
環
後
宮
︒﹂ 

斂
魄 

斂
は
︑
お
さ
め
る
︒
魄
は
︑
た
ま
し
い
︒ 

歸
寂 

佛
教
語
︒死
を
意
味
す
る
︒金 

王
若
虛 

﹁
太
一
三
代
度
師
蕭
公
墓
表
﹂に﹁
速

具
湯
沐
︑
吾
將
歸
寂
︒﹂
と
あ
る
︒ 

包
元 

五
徳
を
含
む
こ
と
を
言
う
︒﹃
後
漢
書
﹄
梁
統
傳
﹁
伏
維
陛
下
︑
包
元
履
德
︑
權

時
撥
亂
︑
功
踰
文
武
︑
德
侔
高
皇
︒
﹂ 

張
芝
羲
獻 

張
芝
︑
王
羲
之
︑
王
献
之
の
こ
と
︒ 

剷 

か
る
︒
刈
り
取
る
︒ 

襲
取 

急
襲
し
て
奪
い
取
る
こ
と
︒﹃
漢
書
﹄·

周
勃
傳
﹁
攻
都
關
︑
定
陶
︑
襲
取
宛
朐
︑

得
單
父
令
︒
﹂ 

𧫠𧫠 

﹁
基
﹂
に
通
ず
る
︒ 

骨
脉 

骨
格
と
動
脈
・
静
脈
の
こ
と
︒
中
心
的
な
部
分
︑
及
び
一
つ
の
系
統
か
ら
分
か

れ
た
部
分
の
喩
え
︒
こ
こ
で
は
︑
字
の
骨
力
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
︒ 

凝
神 

全
て
の
精
神
を
集
中
す
る
こ
と
︒ 

妍
皮 

美
し
い
外
見
の
こ
と
︒ 

天
機 
生
ま
れ
な
が
ら
に
備
え
て
い
る
才
能
︒
顏
之
推
﹃
顏
氏
家
訓
﹄
勉
學
﹁
及
至
冠

婚
︑
體
性
稍
定
︑
因
此
天
機
︑
倍
須
訓
誘
︒
﹂ 

夸
毘 

媚
び
諂
い
従
う
こ
と
︒﹁
毘
﹂
と
﹁
毗
﹂
は
同
字
︒﹃
詩
経
﹄
大
雅·

板
﹁
天
之
方

懠
︑
無
為
夸
毗
︒
﹂ 

匆
匆 

慌
し
い
こ
と
︒
唐 
牟
融 

﹁
送
客
之
杭
﹂
詩
﹁
西
風
吹
冷
透
貂
裘
︑
行
色
匆
匆

不
暫
留
︒﹂ 
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椒
糈 
椒
は
山
椒
の
実
︑
糈
は
精
米
の
こ
と
︒﹃
楚
辭
﹄
離
騷
﹁
巫
鹹
將
夕
降
兮
︑
懷
椒

糈
而
要
之
︒
﹂ 

幻
化 
仏
教
語
︒
全
て
の
事
物
に
は
実
体
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
︒
晉 

陶
潛 

﹁
歸

園
田
居
﹂
詩
之
四
﹁
人
生
似
幻
化
︑
終
當
歸
空
無
︒
﹂ 

懣 

も
だ
え
る
︒ 

五
悲 

唐
初
の
詩
人
盧
照
鄰
の
散
文
に
﹁
五
悲
文
﹂
が
あ
る
︒
盧
照
鄰
は
︑
唐
の
鄧
王

に
重
用
さ
れ
︑
新
都
の
尉
を
授
か
っ
た
が
病
の
た
め
に
辞
職
す
る
︒し
か
し
︑
病
は
悪

化
し
続
け
︑具
茨
山︵
河
南
省
︶の
麓
に
移
住
し
︑自
身
の
墓
を
作
っ
た
︒﹁
五
悲
文
﹂

は
具
茨
山
の
麓
で
暮
ら
し
て
い
た
時
に
作
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
︒﹁
五
悲
文
﹂
は
︑

﹁
悲
才
難
﹂﹁
悲
窮
通
﹂﹁
悲
昔
遊
﹂﹁
悲
今
日
﹂﹁
悲
人
生
﹂の
五
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
︒

﹁
五
悲
文
﹂
の
内
容
に
つ
い
て
︑
高
木
は
﹁﹃
才
の
難
き
を
悲
し
む
﹄
は
︑
才
高
く
し

て
世
に
恵
ま
れ
ぬ
悲
し
み
を
の
べ
︑﹃
窮
通
悲
し
む
﹄
は
︑
年
少
時
の
聲
譽
に
も
拘
ら

ず
︑
見
る
か
げ
も
な
く
う
ら
ぶ
れ
果
て
た
晩
年
の
窮
状
を
悲
し
む
︒ま
た
﹃
昔
遊
を
悲

し
む
﹄
に
は
︑
若
か
り
し
日
の
官
遊
生
活
を
追
憶
し
つ
つ
︑
憔
悴
し
た
今
の
お
の
れ
に

雨
露
の
恩
の
及
ば
ぬ
こ
と
を
悲
し
み
歌
い
︑﹃
今
日
を
悲
し
む
﹄
に
は
︑
現
在
の
悲
境

を
な
げ
く
︒
最
後
の
﹃
人
生
を
悲
し
む
﹄
に
は
︑
佛
家
の
所
謂
﹃
一
飜
一
覆
は
掌
の
如

く
︑
一
生
一
死
は
輪
の
若
き
﹄
人
の
世
の
定
め
を
悟
り
え
ぬ
ま
ま
︑
儒
・
道
二
教
に
さ

ま
よ
っ
て
き
た
歎
き
を
の
べ
る
が
︑こ
れ
ら
五
篇
を
貫
く
も
の
は
︑悲
運
に
う
ち
沈
む

詩
人
の
深
い
悲
し
み
の
情
で
あ
る
︒﹂
と
説
明
し
て
い
る
︒ 

参
考
文
献 

高
木
正
一
一
九
六
一
﹁
盧
照
鄰
の
伝
記
と
文
学
﹂﹃
立
命
館
文
學
﹄
一
九
六 

霧
合 

霧
や
雲
が
立
ち
込
む
こ
と
︒
﹃
詩
経
﹄
小
雅·

白
華
﹁
英
英
白
雲
︑
露
彼
菅
茅
﹂ 

 

唐 

孔
穎
達 

疏
﹁
若
露
濃
霧
合
︑
則
清
旦
為
昏
︒
﹂ 

地
乳
天
眉 

﹁
地
に
乳
な
が
れ
天
に
眉
ひ
ら
く
︒﹂
と
訓
読
し
て
解
釈
し
た
︒
草
書
の

形
態
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
か
︒ 

神
合 

精
神
を
一
致
す
る
こ
と
︒
唐 

元
稹
﹃
鶯
鶯
傳
﹄﹁
心
邇
身
遐
︑
拜
會
無
期
︑
幽

憤
所
鍾
︑
千
裏
神
合
︒
千
萬
珍
重
︒﹂ 

駵
驪 

駵
は
︑
黒
い
た
て
が
み
を
持
つ
赤
い
馬
︒
驪
は
︑
黒
い
馬
︒ 

孕
實
毋
虛 

こ
の
部
分
に
関
し
て
︑
劉
正
成
︑
白
謙
慎
は
﹁
孕
實
毋
虛
﹂
と
読
ん
で
お

り
︑﹃
擬
山
園
選
集
・
文
集
﹄︵
河
南
人
民
出
版
社
︑二
〇
一
三
︶
で
は
︑﹁
孕
實
母
虛
﹂

と
読
ん
で
い
る
︒
底
本
の
﹃
擬
山
園
選
集
﹄
文
集
・
巻
十
六
で
は
﹁
毋
﹂
と
記
さ
れ
て

い
る
︒ 

皓
𩠐𩠐 

白
髪
︒年
老
い
た
こ
と
を
い
う
︒唐 

杜
甫﹁
醉
為
馬
墜
諸
公
攜
酒
相
看
﹂詩﹁
向

來
皓
首
驚
萬
人
︑
自
倚
紅
顏
能
騎
射
︒
﹂ 

靈
通 

神
霊
に
通
ず
る
こ
と
︒ 

浩
唱 

大
声
で
歌
う
こ
と
︒
南
朝 

梁 

沉
約 

﹁
郊
居
賦
﹂
に
﹁
怳
臨
風
以
浩
︑
折
瓊
茅

而
延
佇
︒﹂
と
あ
る
︒ 

幽
奧 

奥
深
い
こ
と
︒﹃
後
漢
書
﹄·馮
衍
傳
下﹁
覽
天
地
之
幽
奧
兮
︑統
萬
物
之
維
綱
︒﹂ 
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